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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）のワイヤレス通信の方法であって、
　アップリンク許可とともに、チャネル状態情報（ＣＳＩ）についての要求を受信するこ
とと、
　前記要求を備えるビットの数を決定することと、
　ビットの決定された前記数に基づいて、前記要求に応答して前記ＣＳＩを報告すること
と、ここにおいて、前記要求を備えるビットの前記数が、（ａ）前記ＵＥのために設定さ
れたサービングセルの数としきい値との比較、または、（ｂ）前記サービングセルの数と
前記サービングセルのうちの少なくとも１つの上に構成されたＣＳＩ基準信号（ＣＳＩ－
ＲＳ）プロセスの数との和と、別のしきい値との比較に、関連する、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記ＣＳＩを前記報告することが、前記ＵＥのために設定された前記サービングセルの
サブセットのために、サブフレーム中で、更新されたＣＳＩを報告することを備える、請
求項１に記載の方法。
【請求項３】
　更新され得るＣＳＩ報告の最大数を決定することと、
　少なくとも１つのＣＳＩ報告を更新することと、前記少なくとも１つのＣＳＩ報告が、
ＣＳＩ報告の決定された前記最大数よりも小さいか、又はそれに等しい、を更に備え、
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　ここにおいて、前記報告されたＣＳＩが、前記更新された少なくとも１つのＣＳＩ報告
を含む、
　請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　基地局のワイヤレス通信の方法であって、
　（ａ）ユーザ機器（ＵＥ）のために設定されたサービングセルの数としきい値との比較
、または、（ｂ）前記サービングセルの数と前記サービングセルのうちの少なくとも１つ
の上に構成されたＣＳＩ基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）プロセスの数との和と、別のしきい値
との比較、に基づいて、チャネル状態情報（ＣＳＩ）を前記ＵＥに要求するためのビット
の数を決定することと、
　ビットの決定された前記数に基づいて、前記ＣＳＩについての要求を備えるアップリン
ク許可を生成することと、
　前記ＵＥに前記アップリンク許可を送信することと、
　を備える、方法。
【請求項５】
　サブフレーム中で、前記ＵＥのために設定された前記サービングセルのうちの１つ以上
のサービングセルに関連するＣＳＩプロセスのセットのための更新されたＣＳＩ報告を受
信することを更に備える、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記サブフレーム中の前記更新されたＣＳＩ報告の数は、ＣＳＩプロセスの前記セット
のサイズが新しい非周期ＣＳＩ報告の事前決定された最大数よりも大きいとき、新しい非
周期ＣＳＩ報告の前記事前決定された最大数よりも小さいか、又はそれに等しい、請求項
５に記載の方法。
【請求項７】
　ワイヤレス通信のための装置であって、前記装置がユーザ機器（ＵＥ）であり、
　アップリンク許可とともに、チャネル状態情報（ＣＳＩ）についての要求を受信するた
めの手段と、
　前記要求を備えるビットの数を決定するための手段と、
　ビットの決定された前記数に基づいて、前記要求に応答して前記ＣＳＩを報告するため
の手段と、ここにおいて、前記要求を備えるビットの前記数が、（ａ）前記ＵＥのために
設定されたサービングセルの数としきい値との比較、または、（ｂ）前記サービングセル
の数と前記サービングセルのうちの少なくとも１つの上に構成されたＣＳＩ基準信号（Ｃ
ＳＩ－ＲＳ）プロセスの数との和と、別のしきい値との比較、に関連する、
　を備える、装置。
【請求項８】
　前記ＣＳＩを報告するための前記手段が、前記ＵＥのために設定された前記サービング
セルのサブセットのために、サブフレーム中で、更新されたＣＳＩを報告するように構成
された、請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　更新され得るＣＳＩ報告の最大数を決定するための手段と、
　少なくとも１つのＣＳＩ報告を更新するための手段と、前記少なくとも１つのＣＳＩ報
告が、ＣＳＩ報告の決定された前記最大数よりも小さいか、又はそれに等しい、を更に備
え、
　ここにおいて、前記報告されたＣＳＩが、前記更新された少なくとも１つのＣＳＩ報告
を含む、
請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　ワイヤレス通信のための装置であって、前記装置が基地局であり、
　（ａ）ユーザ機器（ＵＥ）のために設定されたサービングセルの数としきい値との比較
、または、（ｂ）前記サービングセルの数と前記サービングセルのうちの少なくとも１つ
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の上に構成されたＣＳＩ基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）プロセスの数との和と、別のしきい値
との比較、に基づいて、チャネル状態情報（ＣＳＩ）を前記ＵＥに要求するためのビット
の数を決定するための手段と、
　ビットの決定された前記数に基づいて、前記ＣＳＩについての要求を備えるアップリン
ク許可を生成するための手段と、
　前記ＵＥに前記アップリンク許可を送信するための手段と、
　を備える、装置。
【請求項１１】
　サブフレーム中で、前記ＵＥのために設定された前記サービングセルのうちの１つ以上
のサービングセルに関連するＣＳＩプロセスのセットのための更新されたＣＳＩ報告を受
信するための手段を更に備える、請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記サブフレーム中の前記更新されたＣＳＩ報告の数は、ＣＳＩプロセスの前記セット
のサイズが新しい非周期ＣＳＩ報告の事前決定された最大数よりも大きいとき、新しい非
周期ＣＳＩ報告の前記事前決定された最大数よりも小さいか、又はそれに等しい、請求項
１１に記載の装置。
【請求項１３】
　コンピュータによって実行されると、前記コンピュータに、請求項１－６のうちのいず
れか１つに従った方法を行わせる、コンピュータ実行可能コードを記憶するコンピュータ
可読媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　[0001]本出願は、それらの全体が参照により本明細書に明確に組み込まれる、２０１５
年１月１６日に出願された「UPLINK CONTROL INFORMATION TRANSMISSION USING PUSCH IN
 ENHANCED CARRIER AGGREGATION」と題する米国仮出願第６２／１０４，６７１号、及び
２０１６年１月１４日に出願された「UPLINK CONTROL INFORMATION TRANSMISSION USING 
PUSCH IN ENHANCED CARRIER AGGREGATION」と題する米国特許出願第１４／９９５，４３
７号の利益を主張する。
【０００２】
　[0002]本開示は、一般に通信システムに関し、より詳細には、アップリンク制御情報（
ＵＣＩ：uplink control information）の送信に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、電話、ビデオ、データ、メッセージング及びブロー
ドキャストなど、様々な電気通信サービスを提供するために広く展開されている。典型的
なワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソースを共有することによって複数
のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元接続技術を採用し得る。そのような多
元接続技術の例としては、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（Ｔ
ＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、直交周波数分割多元接続
（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）シス
テム及び時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－ＳＣＤＭＡ）システムがある。
【０００４】
　[0004]これらの多元接続技術は、様々なワイヤレス機器が都市、国家、地域、更には地
球規模で通信することを可能にする共通プロトコルを提供するために、様々な電気通信規
格において採用されている。例示的な電気通信規格はロングタームエボリューション（Ｌ
ＴＥ（登録商標））である。ＬＴＥは、第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰ
Ｐ（登録商標）：Third Generation Partnership Project）によって公表されたユニバー
サルモバイルテレコミュニケーションズシステム（ＵＭＴＳ：Universal Mobile Telecom
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munications System）モバイル規格の拡張のセットである。ＬＴＥは、ダウンリンク上の
ＯＦＤＭＡと、アップリンク上のＳＣ－ＦＤＭＡと、多入力多出力（ＭＩＭＯ：multiple
-input multiple-output）アンテナ技術とを使用して、スペクトル効率の改善、コストの
低下及びサービスの改善を通してモバイルブロードバンドアクセスをサポートするために
設計される。しかしながら、モバイルブロードバンドアクセスに対する需要が増加し続け
るにつれて、ＬＴＥ技術の更なる改善が必要である。これらの改善はまた、他の多元接続
技術と、これらの技術を採用する電気通信規格とに適用可能であり得る。
【０００５】
　[0005]旧来、ワイヤレス機器は、各方向において送信のために使用される最高合計１０
０ＭＨｚ（５つのコンポーネントキャリア）のキャリアアグリゲーションにおいて割り振
られた、最高２０ＭＨｚ帯域幅のスペクトルを使用し得る。６つ以上のコンポーネントキ
ャリアを用いたキャリアアグリゲーションをサポートするために、アップリンク制御情報
送信のための新しい手法が望ましい。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]以下は、１つ又は複数の態様の基本的理解を与えるために、そのような態様の簡
略化された概要を提示する。この概要は、全ての企図された態様の包括的な概観ではなく
、全ての態様の主要又は重要な要素を識別するものでも、いずれか、又は全ての態様の範
囲を定めるものでもない。その唯一の目的は、後で提示されるより詳細な説明の導入とし
て、１つ又は複数の態様の幾つかの概念を簡略化された形で提示することである。
【０００７】
　[0007]拡張キャリアアグリゲーションは、２次セル上のＰＵＣＣＨのための物理レイヤ
仕様と、ＤＬ及びＵＬのための増加された数のコンポーネントキャリアのためのＬＴＥキ
ャリアアグリゲーションを可能にするための機構との発展を必要とし得、例えば、ＤＬ及
びＵＬのための３２個のコンポーネントキャリアが指定され得る。機構は、もしあれば、
自己スケジューリングとクロスキャリアスケジューリングの両方を含む、増加された数の
コンポーネントキャリアのためのＤＬ制御信号伝達の拡張を含み得る。機構は、５よりも
大きい数のコンポーネントキャリアのためのＵＬ制御信号伝達の拡張を含み得る。これら
の拡張は、増加された数のＤＬコンポーネントキャリアのためのＰＵＣＣＨ上のアップリ
ンク制御情報（ＵＣＩ）フィードバックをサポートするための拡張を含み得る。例えば、
拡張は、６つ以上のＤＬコンポーネントキャリアのためのＵＣＩフィードバックをサポー
トするために必要であるＵＣＩ信号伝達フォーマットに関係し得る。機構はまた、６つ以
上のＤＬコンポーネントキャリアのための物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ：
physical uplink shared channel）上のＵＣＩフィードバックをサポートするための拡張
を含み得る。
【０００８】
　[0008]本開示の一態様では、ワイヤレス通信のための方法、コンピュータ可読媒体及び
装置が提供される。本装置はユーザ機器であり得る。本装置は、アップリンク許可ととも
に、チャネル状態情報についての要求を受信し得る。本装置は、要求を備えるビットの数
を決定する。ビットの決定された数は、本装置のために設定されたサービングセルの数に
関連し得る。要求のために決定されたビットの数は、本装置のために設定されたサービン
グセルの数がしきい値よりも小さいか、又はそれに等しいとき、２であり得る。要求のた
めに決定されたビットの数は、ＵＥのために設定されたサービングセルの数がしきい値よ
りも大きいとき、少なくとも３であり得る。本装置は、ビットの決定された数に基づいて
、要求に応答してチャネル状態情報を報告する。
【０００９】
　[0009]本開示の別の態様では、ワイヤレス通信のための方法、コンピュータ可読媒体及
び装置が提供される。本装置は基地局であり得る。本装置は、ユーザ機器のために設定さ
れたサービングセルの数に基づいて、チャネル状態情報をユーザ機器に要求するためのビ
ットの数を決定する。本装置は、ビットの決定された数に基づいて、チャネル状態情報に
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ついての要求を備えるアップリンク許可を生成する。本装置は、ユーザ機器にアップリン
ク許可を送信する。
【００１０】
　[0010]本開示の一態様では、ワイヤレス通信のための方法、コンピュータ可読媒体及び
装置が提供される。本装置は、アグリゲート（集成）されたコンポーネントキャリアのう
ちの少なくとも２つのコンポーネントキャリアを介してデータを受信する。アグリゲート
されたコンポーネントキャリアは、少なくとも６つのコンポーネントキャリアを含み得る
。本装置は、アグリゲートされたコンポーネントキャリア中のコンポーネントキャリアの
数に基づいて、アグリゲートされたコンポーネントキャリアを介して受信されたデータの
ための肯定応答又は否定応答フィードバックを、少なくともＰＵＳＣＨとともに送る。
【００１１】
　[0011]上記及び関係する目的を達成するために、１つ又は複数の態様は、以下で十分に
説明され、特に特許請求の範囲で指摘される特徴を備える。以下の説明及び添付の図面は
、１つ又は複数の態様の幾つかの例示的な特徴を詳細に記載する。但し、これらの特徴は
、様々な態様の原理が採用され得る様々な方法のほんの幾つかを示すものであり、この説
明は、全てのそのような態様及びそれらの均等物を含むものとする。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】[0012]ワイヤレス通信システム及びアクセスネットワークの一例を示す図。
【図２Ａ】[0013]ＤＬフレーム構造のＬＴＥ例を示す図。
【図２Ｂ】ＤＬフレーム構造内のＤＬチャネルのＬＴＥ例を示す図。
【図２Ｃ】ＵＬフレーム構造のＬＴＥ例を示す図。
【図２Ｄ】ＵＬフレーム構造内のＵＬチャネルのＬＴＥ例を示す図。
【図３】[0014]アクセスネットワーク中の発展型ノードＢ（ｅＮＢ）及びユーザ機器（Ｕ
Ｅ）の一例を示す図。
【図４Ａ】[0015]連続キャリアアグリゲーションの一例を示す図。
【図４Ｂ】[0016]非連続キャリアアグリゲーションの一例を示す図。
【図５】[0017]ＵＥのために設定されたサービングセルの数に基づいてＵＣＩフィードバ
ックのためのＰＵＳＣＨ上のリソースを決定することの一例を示す図。
【図６】[0018]ＰＵＳＣＨの構造の一例を示す図。
【図７】[0019]６つ以上のコンポーネントキャリアを用いた拡張キャリアアグリゲーショ
ンのためのＰＵＳＣＨの構造の一例を示す図。
【図８】[0020]ＵＥのために設定されたサービングセルの数に基づいてＡＣＫ／ＮＡＣＫ
ピギーバックのためのリソースを決定する方法のフローチャート。
【図９】[0021]ＴＤＤの場合のＡ－ＣＳＩ報告を示す図。
【図１０】[0022]ＵＥのために設定されたサービングセルの数に基づいて非周期ＣＳＩ要
求のためのビットの数を決定することの一例を示す図。
【図１１】[0023]ワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図１２】[0024]ＵＥのために設定されたサービングセルの数に基づいてＵＥにおいてＡ
－ＣＳＩを報告する方法のフローチャート。
【図１３】[0025]ＵＥのために設定されたサービングセルの数に基づいてＵＥにＡ－ＣＳ
Ｉ報告を要求する方法のフローチャート。
【図１４】[0026]例示的な装置中の異なる手段／構成要素間のデータフローを示す概念デ
ータフロー図。
【図１５】[0027]処理システムを採用する装置のためのハードウェア実装形態の一例を示
す図。
【図１６】[0028]例示的な装置中の異なる手段／構成要素間のデータフローを示す概念デ
ータフロー図。
【図１７】[0029]処理システムを採用する装置のためのハードウェア実装形態の一例を示
す図。
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【発明を実施するための形態】
【００１３】
　[0030]添付の図面に関して以下に記載される発明を実施するための形態は、様々な構成
を説明するものであり、本明細書で説明される概念が実施され得る構成のみを表すもので
はない。発明を実施するための形態は、様々な概念の完全な理解を与えるための具体的な
詳細を含む。但し、これらの概念はこれらの具体的な詳細なしに実施され得ることが当業
者には明らかであろう。幾つかの事例では、そのような概念を不明瞭にしないように、よ
く知られている構造及び構成要素がブロック図の形式で示される。
【００１４】
　[0031]次に、様々な装置及び方法に関して電気通信システムの幾つかの態様が提示され
る。これらの装置及び方法は、以下の発明を実施するための形態において説明され、（「
要素」と総称される）様々なブロック、構成要素、回路、プロセス、アルゴリズムなどに
よって添付の図面に示される。これらの要素は、電子ハードウェア、コンピュータソフト
ウェア、又はそれらの任意の組合せを使用して実装され得る。そのような要素がハードウ
ェアとして実装されるか、ソフトウェアとして実装されるかは、特定の適用例及び全体的
なシステムに課される設計制約に依存する。
【００１５】
　[0032]例として、要素又は要素の任意の部分若しくは要素の任意の組合せは、１つ又は
複数のプロセッサを含む「処理システム」として実装され得る。プロセッサの例としては
、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、グラフィックス処理ユニット（ＧＰＵ）
、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、アプリケーションプロセッサ、デジタル信号プロセッサ
（ＤＳＰ）、縮小命令セットコンピューティング（ＲＩＳＣ）プロセッサ、システムオン
チップ（ＳｏＣ）、ベースバンドプロセッサ、フィールドプログラマブルゲートアレイ（
ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理機器（ＰＬＤ）、状態機械、ゲート論理、個別ハードウ
ェア回路及び本開示全体にわたって説明される様々な機能を実行するように構成された他
の好適なハードウェアがある。処理システム中の１つ又は複数のプロセッサはソフトウェ
アを実行し得る。ソフトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイ
クロコード、ハードウェア記述言語などの名称にかかわらず、命令、命令セット、コード
、コードセグメント、プログラムコード、プログラム、サブプログラム、ソフトウェア構
成要素、アプリケーション、ソフトウェアアプリケーション、ソフトウェアパッケージ、
ルーチン、サブルーチン、オブジェクト、実行ファイル、実行スレッド、プロシージャ、
関数などを意味すると広く解釈されたい。
【００１６】
　[0033]従って、１つ又は複数の例示的な実施形態では、説明される機能は、ハードウェ
ア、ソフトウェア又はそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで実装される
場合、機能は、コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、又はコンピュータ可読媒体上に
１つ又は複数の命令若しくはコードとして符号化され得る。コンピュータ可読媒体はコン
ピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータによってアクセスされ得る任意の利
用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、
ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読取り専用メモリ（ＲＯＭ）、電気的消去可能プロ
グラマブルＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））、光ディスクストレージ、磁気ディスク
ストレージ、他の磁気ストレージ機器、上述のタイプのコンピュータ可読媒体の組合せ又
はコンピュータによってアクセスされ得る、命令若しくはデータ構造の形態のコンピュー
タ実行可能コードを記憶するために使用され得る任意の他の媒体を備えることができる。
【００１７】
　[0034]図１は、ワイヤレス通信システム及びアクセスネットワーク１００の一例を示す
図である。（ワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ：wireless wide area net
work）とも呼ばれる）ワイヤレス通信システムは、基地局１０２と、ＵＥ１０４と、発展
型パケットコア（ＥＰＣ：Evolved Packet Core）１６０とを含む。基地局１０２はマク
ロセル（高電力セルラー基地局）及び／又はスモールセル（低電力セルラー基地局）を含
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み得る。マクロセルはｅＮＢを含む。スモールセルは、フェムトセルと、ピコセルと、マ
イクロセルとを含む。
【００１８】
　[0035]（発展型ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションズシステム（ＵＭＴＳ）
地上波無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）と総称される）基地局１０２は、バ
ックホールリンク１３２（例えば、Ｓ１インターフェース）を通してＥＰＣ１６０とイン
ターフェースする。他の機能に加えて、基地局１０２は、以下の機能、即ち、ユーザデー
タの転送、無線チャネル暗号化及び解読、完全性保護、ヘッダ圧縮、モビリティ制御機能
（例えば、ハンドオーバ、デュアル接続性）、セル間干渉協調、接続セットアップ及び解
放、負荷分散、非アクセス層（ＮＡＳ：non-access stratum）メッセージのための分配、
ＮＡＳノード選択、同期、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ：radio access network）
共有、マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ：multimedia
 broadcast multicast service）、加入者及び機器トレース、ＲＡＮ情報管理（ＲＩＭ）
、ページング、測位、並びに警告メッセージの配信のうちの１つ又は複数を実行し得る。
基地局１０２は、バックホールリンク１３４（例えば、Ｘ２インターフェース）上で互い
と（例えば、ＥＰＣ１６０を通して）直接又は間接的に通信し得る。バックホールリンク
１３４はワイヤード又はワイヤレスであり得る。
【００１９】
　[0036]基地局１０２はＵＥ１０４とワイヤレス通信し得る。基地局１０２の各々は、そ
れぞれの地理的カバレージエリア１１０に通信カバレージを与え得る。重複する地理的カ
バレージエリア１１０があり得る。例えば、スモールセル１０２’は、１つ又は複数のマ
クロ基地局１０２のカバレージエリア１１０と重複するカバレージエリア１１０’を有し
得る。スモールセルとマクロセルの両方を含むネットワークが、異種ネットワークとして
知られ得る。異種ネットワークはまた、限定加入者グループ（ＣＳＧ）として知られる限
定グループにサービスを提供し得るホーム発展型ノードＢ（ｅＮＢ）（ＨｅＮＢ：Home E
volved Node B）を含み得る。基地局１０２とＵＥ１０４との間の通信リンク１２０は、
ＵＥ１０４から基地局１０２への（逆方向リンクとも呼ばれる）アップリンク（ＵＬ）送
信及び／又は基地局１０２からＵＥ１０４への（順方向リンクとも呼ばれる）ダウンリン
ク（ＤＬ）送信を含み得る。通信リンク１２０は、空間多重化、ビームフォーミング及び
／又は送信ダイバーシティを含む、ＭＩＭＯアンテナ技術を使用し得る。通信リンクは、
１つ又は複数のキャリアを介したものであり得る。基地局１０２／ＵＥ１０４は、各方向
において送信のために使用される最高合計Ｙｘ　ＭＨｚ（ｘ個のコンポーネントキャリア
）のキャリアアグリゲーションにおいて割り振られた、キャリアごとの最高Ｙ　ＭＨｚ（
例えば、５、１０、１５、２０ＭＨｚ）帯域幅のスペクトルを使用し得る。キャリアは、
互いに隣接することも隣接しないこともある。キャリアの割振りは、ＤＬとＵＬとに対し
て非対称であり得る（例えば、ＵＬよりも多い又は少ないキャリアがＤＬのために割り振
られ得る）。コンポーネントキャリアは、１次コンポーネントキャリアと、１つ又は複数
の２次コンポーネントキャリアとを含み得る。１次コンポーネントキャリアは１次セル（
ＰＣｅｌｌ）と呼ばれることがあり、２次コンポーネントキャリアは２次セル（ＳＣｅｌ
ｌ）と呼ばれることがある。
【００２０】
　[0037]ワイヤレス通信システムは、５ＧＨｚ無認可周波数スペクトル中で通信リンク１
５４を介してＷｉ－Ｆｉ（登録商標）局（ＳＴＡ）１５２と通信しているＷｉ－Ｆｉアク
セスポイント（ＡＰ）１５０を更に含み得る。無認可周波数スペクトル中で通信するとき
に、ＳＴＡ１５２／ＡＰ１５０は、チャネルが利用可能であるかどうかを決定するために
、通信するより前にクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ：clear channel assessment）
を実行し得る。
【００２１】
　[0038]スモールセル１０２’は、認可及び／又は無認可周波数スペクトル中で動作し得
る。無認可周波数スペクトル中で動作するとき、スモールセル１０２’はＬＴＥを採用し
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、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰ１５０によって使用されるものと同じ５ＧＨｚ無認可周波数スペクト
ルを使用し得る。無認可周波数スペクトル中でＬＴＥを採用するスモールセル１０２’は
、アクセスネットワークへのカバレージをブーストし、及び／又はそれの容量を増加させ
得る。無認可スペクトル中のＬＴＥは、ＬＴＥ無認可（ＬＴＥ－Ｕ：LTE-unlicensed）、
認可支援アクセス（ＬＡＡ：licensed assisted access）又はＭｕＬＴＥｆｉｒｅと呼ば
れることがある。
【００２２】
　[0039]ＥＰＣ１６０は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ：Mobility Management 
Entity）１６２と、他のＭＭＥ１６４と、サービングゲートウェイ１６６と、マルチメデ
ィアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ：Multimedia Broadcast Multi
cast Service）ゲートウェイ１６８と、ブロードキャストマルチキャストサービスセンタ
ー（ＢＭ－ＳＣ：Broadcast Multicast Service Center）１７０と、パケットデータネッ
トワーク（ＰＤＮ：Packet Data Network）ゲートウェイ１７２とを含み得る。ＭＭＥ１
６２はホーム加入者サーバ（ＨＳＳ：Home Subscriber Server）１７４と通信しているこ
とがある。ＭＭＥ１６２は、ＵＥ１０４とＥＰＣ１６０との間の信号伝達を処理する制御
ノードである。概して、ＭＭＥ１６２はベアラ及び接続管理を行う。全てのユーザインタ
ーネットプロトコル（ＩＰ：Internet protocol）パケットはサービングゲートウェイ１
６６を通して転送され、サービングゲートウェイ１６６自体はＰＤＮゲートウェイ１７２
に接続される。ＰＤＮゲートウェイ１７２はＵＥのＩＰアドレス割振り及び他の機能を与
える。ＰＤＮゲートウェイ１７２とＢＭ－ＳＣ１７０とはＩＰサービス１７６に接続され
る。ＩＰサービス１７６は、インターネット、イントラネット、ＩＰマルチメディアサブ
システム（ＩＭＳ：IP Multimedia Subsystem）、ＰＳストリーミングサービス（ＰＳＳ
：PS Streaming Service）及び／又は他のＩＰサービスを含み得る。ＢＭ－ＳＣ１７０は
、ＭＢＭＳユーザサービスプロビジョニング及び配信のための機能を与え得る。ＢＭ－Ｓ
Ｃ１７０は、コンテンツプロバイダＭＢＭＳ送信のためのエントリポイントとして働き得
、パブリックランドモバイルネットワーク（ＰＬＭＮ：public land mobile network）内
のＭＢＭＳベアラサービスを許可し、開始するために使用され得、ＭＢＭＳ送信をスケジ
ュールするために使用され得る。ＭＢＭＳゲートウェイ１６８は、特定のサービスをブロ
ードキャストするマルチキャストブロードキャスト単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ
）エリアに属する基地局１０２にＭＢＭＳトラフィックを配信するために使用され得、セ
ッション管理（開始／停止）と、ｅＭＢＭＳ関係の課金情報を収集することとを担当し得
る。
【００２３】
　[0040]基地局は、ノードＢ、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）、アクセスポイント、基地トラ
ンシーバ局、無線基地局、無線トランシーバ、トランシーバ機能、基本サービスセット（
ＢＳＳ：basic service set）、拡張サービスセット（ＥＳＳ：extended service set）
又は何らかの他の好適な用語で呼ばれることもある。基地局１０２は、ＵＥ１０４にＥＰ
Ｃ１６０へのアクセスポイントを与える。ＵＥ１０４の例としては、セルラーフォン、ス
マートフォン、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ：session initiation protocol）電
話、ラップトップ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、衛星無線、全地球測位システム、マルチメ
ディア機器、ビデオ機器、デジタルオーディオプレーヤ（例えば、ＭＰ３プレーヤ）、カ
メラ、ゲーム機、タブレット、スマート機器、ウェアラブル機器、又は任意の他の同様の
機能機器がある。ＵＥ１０４は、局、移動局、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニ
ット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバイル機器、ワイヤレス機器、ワイヤ
レス通信機器、リモート機器、モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤ
レス端末、リモート端末、ハンドセット、ユーザエージェント、モバイルクライアント、
クライアント又は何らかの他の好適な用語で呼ばれることもある。
【００２４】
　[0041]再び図１を参照すると、幾つかの態様では、ＵＥ１０４／ｅＮＢ１０２は、拡張
キャリアアグリゲーションにおけるＰＵＳＣｋＨ上でのアップリンク制御情報送信を管理
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する（１９８）ように構成され得る。１９８において実行される動作の詳細が、図４～図
１７を参照しながら以下で説明される。
【００２５】
　[0042]図２Ａは、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の一例を示す図２００である。図２
Ｂは、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造内のチャネルの一例を示す図２３０である。図２
Ｃは、ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の一例を示す図２５０である。図２Ｄは、ＬＴＥ
におけるＵＬフレーム構造内のチャネルの一例を示す図２８０である。他のワイヤレス通
信技術は、異なるフレーム構造及び／又は異なるチャネルを有し得る。ＬＴＥでは、フレ
ーム（１０ｍｓ）は、等しいサイズの１０個のサブフレームに分割され得る。各サブフレ
ームは、２つの連続するタイムスロットを含み得る。２つのタイムスロットを表すために
リソースグリッドが使用され得、各タイムスロットは、（物理的リソースブロック（ＰＲ
Ｂ：physical resource block）とも呼ばれる）１つ又は複数の時間並列リソースブロッ
ク（ＲＢ）を含む。リソースグリッドは複数のリソース要素（ＲＥ：resource element）
に分割される。ＬＴＥでは、ノーマルサイクリックプレフィックスの場合、ＲＢは、合計
８４個のＲＥについて、周波数領域中に１２個の連続するサブキャリアを含んでおり、時
間領域中に７つの連続するシンボル（ＤＬの場合ＯＦＤＭシンボル、ＵＬの場合ＳＣ－Ｆ
ＤＭＡシンボル）を含んでいる。拡張サイクリックプレフィックスの場合、ＲＢは、合計
７２個のＲＥについて、周波数領域中に１２個の連続するサブキャリアを含んでおり、時
間領域中に６つの連続するシンボルを含んでいる。各ＲＥによって搬送されるビット数は
変調方式に依存する。
【００２６】
　[0043]図２Ａに示されているように、ＲＥのうちの幾つかは、ＵＥにおけるチャネル推
定のためのＤＬ基準（パイロット）信号（ＤＬ－ＲＳ：DL reference signal）を搬送す
る。ＤＬ－ＲＳは、（共通ＲＳと呼ばれることもある）セル固有基準信号（ＣＲＳ：cell
-specific reference signal）と、ＵＥ固有基準信号（ＵＥ－ＲＳ：UE-specific refere
nce signal）と、チャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ：channel state informatio
n reference signal）とを含み得る。図２Ａに、（それぞれ、Ｒ0、Ｒ1、Ｒ2及びＲ3とし
て示される）アンテナポート０、１、２及び３のためのＣＲＳと、（Ｒ5として示される
）アンテナポート５のためのＵＥ－ＲＳと、（Ｒとして示される）アンテナポート１５の
ためのＣＳＩ－ＲＳとを示す。図２Ｂに、フレームのＤＬサブフレーム内の様々なチャネ
ルの一例を示す。物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ：physical
 control format indicator channel）はスロット０のシンボル０内にあり、物理ダウン
リンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ：physical downlink control channel）が１つのシン
ボルを占有するのか、２つのシンボルを占有するのか、３つのシンボルを占有するのかを
示す制御フォーマットインジケータ（ＣＦＩ）を搬送する（図２Ｂは、３つのシンボルを
占有するＰＤＣＣＨを示している）。ＰＤＣＣＨは、１つ又は複数の制御チャネル要素（
ＣＣＥ：control channel element）内でダウンリンク制御情報（ＤＣＩ：downlink cont
rol information）を搬送し、各ＣＣＥは９つのＲＥグループ（ＲＥＧ：RE group）を含
み、各ＲＥＧは、ＯＦＤＭシンボル中に４つの連続するＲＥを含む。ＵＥは、ＤＣＩをも
搬送するＵＥ固有拡張ＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ：enhanced PDCCH）で構成され得る。ｅ
ＰＤＣＣＨは、２つ、４つ、又は８つのＲＢペアを有し得る（図２Ｂは２つのＲＢペアを
示しており、各サブセットは１つのＲＢペアを含む）。物理ハイブリッド自動再送要求（
ＡＲＱ：automatic repeat request）（ＨＡＲＱ：hybrid ARQ）インジケータチャネル（
ＰＨＩＣＨ：physical HARQ indicator channel）もスロット０のシンボル０内にあり、
物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）に基づいてＨＡＲＱ肯定応答（ＡＣＫ：ac
knowledgement）／否定ＡＣＫ（ＮＡＣＫ：negative ACK）フィードバックを示すＨＡＲ
Ｑインジケータ（ＨＩ）を搬送する。１次同期チャネル（ＰＳＣＨ）は、フレームのサブ
フレーム０及び５内のスロット０のシンボル６内にあり、サブフレームタイミングと物理
レイヤ識別情報とを決定するためにＵＥによって使用される１次同期信号（ＰＳＳ）を搬
送する。２次同期チャネル（ＳＳＣＨ）は、フレームのサブフレーム０及び５内のスロッ
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ト０のシンボル５内にあり、物理レイヤセル識別情報グループ番号を決定するためにＵＥ
によって使用される２次同期信号（ＳＳＳ）を搬送する。物理レイヤ識別情報と物理レイ
ヤセル識別情報グループ番号とに基づいて、ＵＥは物理セル識別子（ＰＣＩ：physical c
ell identifier）を決定することができる。ＰＣＩに基づいて、ＵＥは、上述のＤＬ－Ｒ
Ｓのロケーションを決定することができる。物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）
は、フレームのサブフレーム０のスロット１のシンボル０、１、２、３内にあり、マスタ
情報ブロック（ＭＩＢ：master information block）を搬送する。ＭＩＢは、ＤＬシステ
ム帯域幅中のＲＢの数と、ＰＨＩＣＨ構成と、システムフレーム番号（ＳＦＮ）とを与え
る。物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）は、ユーザデータと、システム情報ブ
ロック（ＳＩＢ：system information block）などのＰＢＣＨを通して送信されないブロ
ードキャストシステム情報と、ページングメッセージとを搬送する。
【００２７】
　[0044]図２Ｃに示されているように、ＲＥのうちの幾つかは、ｅＮＢにおけるチャネル
推定のための復調基準信号（ＤＭ－ＲＳ：demodulation reference signal）を搬送する
。ＵＥは、サブフレームの最後のシンボル中でサウンディング基準信号（ＳＲＳ：soundi
ng reference signal）を更に送信し得る。ＳＲＳはコム構造を有し得、ＵＥはコムのう
ちの１つの上でＳＲＳを送信し得る。ＳＲＳは、ｅＮＢによって、ＵＬ上での周波数依存
スケジューリングを可能にするために、チャネル品質推定のために使用され得る。図２Ｄ
に、フレームのＵＬサブフレーム内の様々なチャネルの一例を示す。物理ランダムアクセ
スチャネル（ＰＲＡＣＨ：physical random access channel）が、ＰＲＡＣＨ構成に基づ
くフレーム内の１つ又は複数のサブフレーム内にあり得る。ＰＲＡＣＨは、サブフレーム
内に６つの連続するＲＢペアを含み得る。ＰＲＡＣＨは、ＵＥが、初期システムアクセス
を実行し、ＵＬ同期を達成することを可能にする。物理アップリンク制御チャネル（ＰＵ
ＣＣＨ：physical uplink control channel）は、ＵＬシステム帯域幅のエッジ上に位置
し得る。ＰＵＣＣＨは、スケジューリング要求、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ：ch
annel quality indicator）、プリコード化行列インジケータ（ＰＭＩ：precoding matri
x indicator）、ランクインジケータ（ＲＩ：rank indicator）及びＨＡＲＱ　ＡＣＫ／
ＮＡＣＫフィードバックなど、アップリンク制御情報（ＵＣＩ）を搬送する。ＰＵＳＣＨ
はデータを搬送し、バッファステータス報告（ＢＳＲ：buffer status report）、パワー
ヘッドルーム報告（ＰＨＲ：power headroom report）及び／又はＵＣＩを搬送するため
に更に使用され得る。
【００２８】
　[0045]図３は、アクセスネットワーク中でＵＥ３５０と通信しているｅＮＢ３１０のブ
ロック図である。ＤＬでは、ＥＰＣ１６０からのＩＰパケットはコントローラ／プロセッ
サ３７５に与えられ得る。コントローラ／プロセッサ３７５はレイヤ３及びレイヤ２機能
を実装する。レイヤ３は無線リソース制御（ＲＲＣ）レイヤを含み、レイヤ２は、パケッ
トデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）レイヤと、無線リンク制御（ＲＬＣ）
レイヤと、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤとを含む。コントローラ／プロセッサ３７
５は、システム情報（例えば、ＭＩＢ、ＳＩＢ）のブロードキャスティングと、ＲＲＣ接
続制御（例えば、ＲＲＣ接続ページング、ＲＲＣ接続確立、ＲＲＣ接続変更、及びＲＲＣ
接続解放）と、無線アクセス技術（ＲＡＴ）間モビリティと、ＵＥ測定値報告のための測
定構成とに関連するＲＲＣレイヤ機能、ヘッダ圧縮／復元と、セキュリティ（暗号化、解
読、完全性保護、完全性検証）と、ハンドオーバサポート機能とに関連するＰＤＣＰレイ
ヤ機能、上位レイヤパケットデータユニット（ＰＤＵ）の転送と、ＡＲＱを介した誤り訂
正と、ＲＬＣサービスデータユニット（ＳＤＵ）の連結、セグメンテーション及びリアセ
ンブリと、ＲＬＣデータＰＤＵの再セグメンテーションと、ＲＬＣデータＰＤＵの並べ替
えとに関連するＲＬＣレイヤ機能及び論理チャネルとトランスポートチャネルとの間のマ
ッピングと、トランスポートブロック（ＴＢ）上へのＭＡＣ　ＳＤＵの多重化と、ＴＢか
らのＭＡＣ　ＳＤＵの多重分離と、スケジューリング情報報告と、ＨＡＲＱを介した誤り
訂正と、優先度処理と、論理チャネル優先度付けとに関連するＭＡＣレイヤ機能を与える
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。
【００２９】
　[0046]送信（ＴＸ）プロセッサ３１６及び受信（ＲＸ）プロセッサ３７０は、様々な信
号処理機能に関連するレイヤ１機能を実装する。物理（ＰＨＹ）レイヤを含むレイヤ１は
、トランスポートチャネル上での誤り検出と、トランスポートチャネルの前方誤り訂正（
ＦＥＣ：forward error correction）コード化／復号と、インターリービングと、レート
マッチングと、物理チャネル上へのマッピングと、物理チャネルの変調／復調と、ＭＩＭ
Ｏアンテナ処理とを含み得る。ＴＸプロセッサ３１６は、様々な変調方式（例えば、２位
相シフトキーイング（ＢＰＳＫ）、４位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ）、Ｍ位相シフト
キーイング（Ｍ－ＰＳＫ）、多値直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ））に基づいて、信号コンス
タレーションへのマッピングを扱う。コード化され、変調されたシンボルは、次いで並列
ストリームに分割され得る。各ストリームは、次いで、時間領域ＯＦＤＭシンボルストリ
ームを搬送する物理チャネルを生成するために、ＯＦＤＭサブキャリアにマッピングされ
、時間領域及び／又は周波数領域中で基準信号（例えば、パイロット）と多重化され、次
いで逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ）を使用して互いに合成され得る。ＯＦＤＭストリー
ムは、複数の空間ストリームを生成するために空間的にプリコード化される。チャネル推
定器３７４からのチャネル推定値は、コード化及び変調方式を決定するために、及び空間
処理のために使用され得る。チャネル推定値は、ＵＥ３５０によって送信される基準信号
及び／又はチャネル状態フィードバックから導出され得る。各空間ストリームは、次いで
、別個の送信機３１８ＴＸを介して異なるアンテナ３２０に与えられ得る。各送信機３１
８ＴＸは、送信のためにそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを変調し得る。
【００３０】
　[0047]ＵＥ３５０において、各受信機３５４ＲＸは、それのそれぞれのアンテナ３５２
を通して信号を受信する。各受信機３５４ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情報を復
元し、受信（ＲＸ）プロセッサ３５６に情報を与える。ＴＸプロセッサ３６８及びＲＸプ
ロセッサ３５６は、様々な信号処理機能に関連するレイヤ１機能を実装する。ＲＸプロセ
ッサ３５６は、ＵＥ３５０に宛てられた任意の空間ストリームを復元するために、情報に
対して空間処理を実行し得る。複数の空間ストリームがＵＥ３５０に宛てられた場合、そ
れらはＲＸプロセッサ３５６によって単一のＯＦＤＭシンボルストリームに合成され得る
。ＲＸプロセッサ３５６は、次いで、高速フーリエ変換（ＦＦＴ）を使用してＯＦＤＭシ
ンボルストリームを時間領域から周波数領域に変換する。周波数領域信号は、ＯＦＤＭ信
号のサブキャリアごとに別個のＯＦＤＭシンボルストリームを備える。各サブキャリア上
のシンボルと、基準信号とは、ｅＮＢ３１０によって送信される、可能性が最も高い信号
コンスタレーションポイントを決定することによって復元され、復調される。これらの軟
判定は、チャネル推定器３５８によって計算されるチャネル推定値に基づき得る。軟判定
は、次いで、物理チャネル上でｅＮＢ３１０によって最初に送信されたデータと制御信号
とを復元するために復号され、デインターリーブされる。データ及び制御信号は次いでコ
ントローラ／プロセッサ３５９に与えられ、コントローラ／プロセッサ３５９はレイヤ３
及びレイヤ２機能を実装する。
【００３１】
　[0048]コントローラ／プロセッサ３５９は、プログラムコードとデータとを記憶するメ
モリ３６０に関連し得る。メモリ３６０はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。
ＵＬでは、コントローラ／プロセッサ３５９は、ＥＰＣ１６０からのＩＰパケットを復元
するために、トランスポートチャネルと論理チャネルとの間の多重分離と、パケットリア
センブリと、復号と、ヘッダ復元と、制御信号処理とを行う。コントローラ／プロセッサ
３５９はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするためにＡＣＫ及び／又はＮＡＣＫプロトコル
を使用する誤り検出を担当する。
【００３２】
　[0049]ｅＮＢ３１０によるＤＬ送信に関して説明される機能と同様に、コントローラ／
プロセッサ３５９は、システム情報（例えば、ＭＩＢ、ＳＩＢ）収集と、ＲＲＣ接続と、
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測定報告とに関連するＲＲＣレイヤ機能、ヘッダ圧縮／復元と、セキュリティ（暗号化、
解読、完全性保護、完全性検証）とに関連するＰＤＣＰレイヤ機能、上位レイヤＰＤＵの
転送と、ＡＲＱを介した誤り訂正と、ＲＬＣ　ＳＤＵの連結、セグメンテーション及びリ
アセンブリと、ＲＬＣデータＰＤＵの再セグメンテーションと、ＲＬＣデータＰＤＵの並
べ替えとに関連するＲＬＣレイヤ機能並びに論理チャネルとトランスポートチャネルとの
間のマッピングと、ＴＢ上へのＭＡＣ　ＳＤＵの多重化と、ＴＢからのＭＡＣ　ＳＤＵの
多重分離と、スケジューリング情報報告と、ＨＡＲＱを介した誤り訂正と、優先度処理と
、論理チャネル優先度付けとに関連するＭＡＣレイヤ機能を与える。
【００３３】
　[0050]ｅＮＢ３１０によって送信される基準信号又はフィードバックからの、チャネル
推定器３５８によって導出されるチャネル推定値は、適切なコード化及び変調方式を選択
することと、空間処理を可能にすることとを行うために、ＴＸプロセッサ３６８によって
使用され得る。ＴＸプロセッサ３６８によって生成される空間ストリームは、別個の送信
機３５４ＴＸを介して異なるアンテナ３５２に与えられ得る。各送信機３５４ＴＸは、送
信のためにそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを変調し得る。
【００３４】
　[0051]ＵＬ送信は、ＵＥ３５０における受信機機能に関して説明された様式と同様の様
式でｅＮＢ３１０において処理される。各受信機３１８ＲＸは、それのそれぞれのアンテ
ナ３２０を介して信号を受信する。各受信機３１８ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された
情報を復元し、ＲＸプロセッサ３７０に情報を与える。
【００３５】
　[0052]コントローラ／プロセッサ３７５は、プログラムコードとデータとを記憶するメ
モリ３７６に関連し得る。メモリ３７６はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。
ＵＬでは、コントローラ／プロセッサ３７５は、ＵＥ３５０からのＩＰパケットを復元す
るために、トランスポートチャネルと論理チャネルとの間の多重分離と、パケットリアセ
ンブリと、解読と、ヘッダ復元と、制御信号処理とを行う。コントローラ／プロセッサ３
７５からのＩＰパケットは、ＥＰＣ１６０に与えられ得る。コントローラ／プロセッサ３
７５はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするためにＡＣＫ及び／又はＮＡＣＫプロトコルを
使用する誤り検出を担当する。
【００３６】
　[0053]ＵＥは、各方向において送信のために使用される最高合計１００ＭＨｚ（５つの
コンポーネントキャリア）のキャリアアグリゲーションにおいて割り振られた、最高２０
ＭＨｚ帯域幅のスペクトルを使用し得る。概して、アップリンク上ではダウンリンクより
も少ないトラフィックが送信され、従って、アップリンクスペクトル割振りはダウンリン
ク割振りよりも小さくなり得る。例えば、アップリンクに２０ＭＨｚが割り当てられた場
合、ダウンリンクには１００ＭＨｚが割り当てられ得る。これらの非対称周波数分割複信
（ＦＤＤ：frequency-division duplexing）割当ては、スペクトルを節約し、ブロードバ
ンド加入者による一般に非対称な帯域利用にぴったり合う。キャリアアグリゲーションが
使用されるとき、幾つかのサービングセルがあり、各コンポーネントキャリアについて１
つのサービングセルであり得る。
【００３７】
　[0054]２つのタイプのキャリアアグリゲーション（ＣＡ）方法、即ち、連続ＣＡ及び非
連続ＣＡが提案されている。これら２つのタイプのＣＡ方法は図４Ａ及び図４Ｂに示され
ている。非連続ＣＡは、複数の利用可能なコンポーネントキャリアが周波数帯域に沿って
分離されたときに生じる（図４Ｂ）。一方、連続ＣＡは、複数の利用可能なコンポーネン
トキャリアが互いに隣接するときに生じる（図４Ａ）。非連続ＣＡと連続ＣＡの両方は、
単一のＵＥをサービスするために複数のＬＴＥ／コンポーネントキャリアをアグリゲート
する。
【００３８】
　[0055]旧来、ＵＥは、キャリアアグリゲーションのために最高５つのコンポーネントキ



(13) JP 6648143 B2 2020.2.14

10

20

30

40

50

ャリア（ＣＣ）で構成され得る。各ＣＣは後方互換性があり得る。各ＣＣの帯域幅は最高
２０ＭＨｚであり得る。ＵＥが最高５つのＣＣで構成され得るので、ＵＥのために最高１
００ＭＨｚが構成され得る。
【００３９】
　[0056]アグリゲートされたＣＣは、全てＦＤＤのために構成され得るか、又は全て時分
割複信（ＴＤＤ）のために構成され得る。代替的に、アグリゲートされたＣＣは、ＦＤＤ
のために構成された少なくとも１つのＣＣと、ＴＤＤのために構成された少なくとも１つ
のＣＣとの混合物（例えば、組合せ）であり得る。ＴＤＤのために構成された異なるＣＣ
は、同じ又は異なるＤＬ／ＵＬ構成を有し得る。スペシャルサブフレームは、ＴＤＤのた
めに構成された異なるＣＣについて、異なって構成され得る。
【００４０】
　[0057]アグリゲートされたＣＣの中で、１つのＣＣはＵＥのための１次ＣＣ（ＰＣＣ：
primary CC）として構成される。ＰＣＣは、ＰＵＣＣＨとＵＥのための共通探索空間とを
搬送する唯一のＣＣであり得る。全ての他のＣＣは２次ＣＣ（ＳＣＣ：secondary CC）と
呼ばれる。
【００４１】
　[0058]ＰＵＣＣＨは、ＵＥのためのＣＡにおいて２つのＣＣ上で使用可能にされ得る。
例えば、ＰＣＣに加えて、１つのＳＣＣは、同様にＰＵＣＣＨを搬送することができる。
これは、例えば、デュアル接続性及びＰＵＣＣＨ負荷分散の必要に対処するのを助け得る
。
【００４２】
　[0059]幾つかの場合には、セル（ＣＣ）は理想的なバックホール（例えば、ｅＮＢ間の
接続）を有しないことがあり、従って、セル間の緊密な協調は、限られたバックホール容
量及び無視できないバックホールレイテンシ（例えば、数十ミリ秒）により可能でないこ
とがある。デュアル接続性は、これらの問題に対処し得る。デュアル接続性では、セルは
２つのグループに区分される。２つのグループは、１次セルグループ（ＰＣＧ：primary 
cell group）及び２次セルグループ（ＳＣＧ：secondary cell group）である。各グルー
プは、ＣＡにおいて１つ又は複数のセルを有し得る。各グループは、ＰＵＣＣＨを搬送す
る単一のセルを有する。ＰＣＧでは、１次セルはＰＣＧのためのＰＵＣＣＨを搬送する。
ＳＣＧでは、２次セルはＳＣＧのためのＰＵＣＣＨを搬送する。この２次セルはまた、ｐ
Ｓｃｅｌｌと呼ばれることがある。
【００４３】
　[0060]アップリンク制御情報（ＵＣＩ）は、各グループ中のＰＵＣＣＨを介して各グル
ープに別々に伝達される。また、共通探索空間は、ＵＥによってＳＣＧ中で更に監視され
る。半永続的スケジューリング（ＳＰＳ：semi-persistent scheduling）（又は半静的ス
ケジューリング）及びスケジューリング要求（ＳＲ：scheduling request）が、同様にＳ
ＣＧ中でサポートされる。
【００４４】
　[0061]ＰＵＳＣＨに関して、ＵＥは、２つのモードのうちの１つで構成され得る。２つ
のモードは、以下でモード１及びモード２と呼ばれる。モード１の下では、ＰＵＣＣＨの
送信とＰＵＳＣＨの送信とは同時に行われない。ＵＥは、ＰＵＳＣＨが存在する場合のみ
ＰＵＳＣＨを送信することになり、ＰＵＳＣＨが存在しない場合のみＰＵＣＣＨを送信す
ることになる。シングルキャリア波形が常にキャリア内で維持される。モード２の下では
、ＰＵＣＣＨの送信とＰＵＳＣＨの送信とは同時に行われ得る。ＵＥは、アップリンクサ
ブフレーム中でＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨとを同時に送信し得る。シングルキャリア波形は
もはやキャリア内で維持されない。
【００４５】
　[0062]ＰＵＳＣＨが存在するとき、ＵＣＩはＰＵＳＣＨ上でピギーバックされ得る（例
えば、送られ得る）。モード１の下では、全てのＵＣＩがＰＵＳＣＨ上でピギーバックさ
れることになる。ＵＣＩは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックと、周期チャネル状態情報
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（Ｐ－ＣＳＩ：periodic channel state information）と、非周期ＣＳＩ（又はＡ－ＣＳ
Ｉ：aperiodic CSI）とを含み得る。モード２の下では、依然として幾つかのＵＣＩがＰ
ＵＳＣＨ上でピギーバックされ得る。例えば、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックとＰ－Ｃ
ＳＩの両方が存在する場合、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックはＰＵＣＣＨ上で送信され
るが、Ｐ－ＣＳＩはＰＵＳＣＨ上で送信される。
【００４６】
　[0063]一構成では、ＰＵＳＣＨ上でＵＣＩをピギーバックするためのリソースは、（変
調及びコード化方式、帯域幅などの）ＰＵＳＣＨパラメータと、ＵＣＩのペイロードサイ
ズと、（４ビットを使用して異なるタイプのＵＣＩのために別々に構成された）レイヤ３
構成オフセットとに基づいて決定され得る。一構成では、オフセット値が高いほど、ＵＣ
Ｉのためのリソースの量は大きくなる。ＰＵＳＣＨ上のＵＣＩは、ＰＵＳＣＨ上のアップ
リンク共有チャネル（ＵＬ－ＳＣＨ）（例えば、ＵＬデータ）と同じ電力オフセット及び
変調次数を有し得る。
【００４７】
　[0064]ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックに関して、ペイロードサイズは、ＣＡにおける
構成されたＤＬ　ＣＣの数とＣＣの各々のＤＬ送信モードとに依存し得る。ＴＤＤのため
に構成されたＣＣの場合、ペイロードサイズは、アップリンクサブフレームに関連するＣ
ＣのＤＬサブフレームの数に更に依存し得る。例えば、ＣＣがＦＤＤのために構成されと
き、ＣＡにおいて５つのＣＣがあり、ＣＣの各々がＤＬ　ＭＩＭＯモードにある場合、Ａ
ＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックの１０ビットは、ＵＥが少なくとも１つのスケジュールさ
れたＤＬ　ＣＣを検出する限り、ＰＵＳＣＨ上でピギーバックされ得る。少なくとも１つ
のＣＣがＵＥによって検出されている限り、ペイロードサイズは、アクティブ／非アクテ
ィブにされたＣＣの数及び／又はスケジュールされたＣＣの数とは無関係であり得る。Ｃ
ＳＩに関して、ペイロードサイズは、対応するＣＳＩタイプに依存し得る。
【００４８】
　[0065]より高い帯域幅及び増加されたデータレートを与えるためにＣＣの数を５を越え
て増加させることが必要である。これは、本明細書では拡張ＣＡと呼ぶことがあり、それ
に従って、ＵＥはＣＡのための６つ以上のＣＣ（例えば、６から３２個の間のＣＣ）で設
定され得る。拡張ＣＡは、ＳＣｅｌｌ上のＰＵＣＣＨのための物理レイヤ仕様と、ＤＬ及
びＵＬのための増加された数のＣＣのためのＬＴＥ　ＣＡを可能にするための機構との発
展を必要とし得、例えば、ＤＬ及びＵＬのための３２個のＣＣが指定され得る。機構は、
もしあれば、自己スケジューリングとクロスキャリアスケジューリングの両方を含む、増
加された数のＣＣのためのＤＬ制御信号伝達の拡張を含み得る。機構は、５よりも大きい
数のＣＣのためのＵＬ制御信号伝達の拡張を含み得る。これらの拡張は、増加された数の
ＤＬキャリアのためのＰＵＣＣＨ上のＵＣＩフィードバックをサポートするための拡張を
含み得る。例えば、拡張は、６つ以上のＤＬキャリアのためのＵＣＩフィードバックをサ
ポートするために必要であるＵＣＩ信号伝達フォーマットに関係し得る。機構はまた、６
つ以上のＤＬキャリアのためのＰＵＳＣＨ上のＵＣＩフィードバックをサポートするため
の拡張を含み得る。
【００４９】
　[0066]本開示の態様は、上述の拡張のうちの１つ又は複数を対象とする。最高３２個の
ＣＣの構成に関して、様々な態様が説明される。しかしながら、当業者は、開示される特
徴が３３個以上のＣＣの構成に適用可能であり得ることを認識し得る。
【００５０】
　[0067]図５は、ＵＥ５０２のために設定されたサービングセルの数に基づいてＵＣＩフ
ィードバックのためのＰＵＳＣＨ上のリソースを決定することの一例を示す図５００であ
る。この例では、ＵＥ５０２は、少なくとも１つの基地局５０４に接続される。ＵＥ５０
２はｎ個のサービングセル５１０ａ～５１０ｎで設定される。一構成では、ｎは５よりも
大きいことがある。ＵＥ５０２は（５１２において）、ｎ個のサービングセル５１０ａ～
５１０ｎのうちの少なくとも２つを介してデータを受信する。ＵＥ５０２は（５１４にお
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いて）、ＵＥ５０２のために設定されたサービングセルの数（例えば、ｎ）に基づいてＵ
ＣＩ（例えば、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）フィードバックのためのＰＵＳＣＨ上のリソースを決
定する。５１４において実行される動作は、図６～図８に関して以下で更に説明される。
次いで、ＵＥ５０２は（５１６において）、サービングセル（例えば、サービングセル５
１０ａ）のＰＵＳＣＨ上の決定されたリソースを使用して少なくとも２つのサービングセ
ルを介して受信されたデータのためのＵＣＩ（例えば、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）フィードバッ
クを送る。
【００５１】
　[0068]図６に、ＰＵＳＣＨの構造６００の一例を示す。ＰＵＳＣＨは、データのみ、制
御情報のみ、又は互いに多重化されたデータと制御情報とを含んでいることがある。制御
情報は、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）と、プリコード化行列インジケータ（ＰＭ
Ｉ）と、ランクインジケータ（ＲＩ）と、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックとを含み得る
。
【００５２】
　[0069]図６のＰＵＳＣＨ構造では、データと制御情報とは、互いに多重化される。ＣＱ
Ｉリソース（例えば、６０２、６０４）はＵＬ－ＳＣＨデータリソースの始端に配置され
、１つのサブキャリア上で全てのＳＣ－ＦＤＭＡシンボルに連続的にマッピングされてか
ら、次のサブキャリアに進む。ＣＱＩリソースの後に、データリソース（例えば、リソー
ス要素６０６）が続く。ＲＩリソース（例えば、６０８、６１０）は、復調基準信号（Ｄ
ＭＲＳ）（例えば、６１２）の周りにマッピングされる。変調の後に、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ
（例えば、６１４）はＤＭＲＳの周りのデータシンボルに点刻（puncture）される。図６
に示されているように、ＡＣＫ／ＮＡＣＫはスロットごとに２つのシンボルを取るか、又
は（サブフレーム当たり最高１２個のシンボルの中から）サブフレームごとに４つのシン
ボルを取り得る。
【００５３】
　[0070]本開示の態様は、ＣＡのための少なくとも６つのＣＣで構成されたＵＥによって
ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックを少なくともＰＵＳＣＨとともに送ることを対象とする
。６つ以上のＣＣがアグリゲートされるとき、ＡＣＫ／ＮＡＣＫのためのシンボル割振り
（例えば、図６に関して説明された割振り）は十分でないことがある。例えば、６～３２
個のＣＣがアグリゲートされるとき、ＡＣＫ／ＮＡＣＫペイロードサイズは、非常に大き
く、例えば、１００ビット程度になることがある。また、ＡＣＫ／ＮＡＣＫは、ＵＬ共有
チャネル（ＵＬ－ＳＣＨ）及び他のＵＣＩよりもはるかに厳しい性能目標を有する。
【００５４】
　[0071]一態様によれば、ＰＵＳＣＨ上のＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックのために使用
され得るシンボルの数は、増加され得る。図７に、６つ以上のコンポーネントキャリアを
用いた拡張キャリアアグリゲーションのためのＰＵＳＣＨの構造７００の一例を示す。一
構成では、構造７００は、ＵＥのために設定されたサービングセルの数が５よりも大きい
とき、ＡＣＫ／ＮＡＣＫピギーバックのために割り振られたＰＵＳＣＨリソースを示す。
以下でより詳細に説明されるように、ＡＣＫ／ＮＡＣＫは、ＤＭＲＳの周りの５～８つの
データシンボルに点刻され得る。
【００５５】
　[0072]図７のＰＵＳＣＨ構造では、データと制御情報とは、互いに多重化される。ＣＱ
Ｉリソース（例えば、７０２、７０４）はＵＬ－ＳＣＨデータリソースの始端に配置され
、１つのサブキャリア上で全てのＳＣ－ＦＤＭＡシンボルに連続的にマッピングされてか
ら、次のサブキャリアに進む。ＣＱＩリソースの後に、データリソース（例えば、リソー
ス要素７０６）が続く。ＲＩリソース（例えば、７１０、７１６及び７１８）は、ＤＭＲ
Ｓ（例えば、７１２）の周りにマッピングされる。変調の後に、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ（例え
ば、７０８及び７１４）は、ＤＭＲＳの周りのデータシンボルに点刻される。リソース要
素７０８は、最初に、ＲＩ（図６のリソース要素６０８を参照）を搬送するために割り振
られていることがあるが、点刻（puncturing）の結果として、代わりにＡＣＫ／ＮＡＣＫ
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情報を搬送する。
【００５６】
　[0073]従って、最初に、ＲＩをピギーバックするために割り振られた４つのリソース要
素（例えば、７０８、７１０、７１６及び７１８）のうちの１つ又は複数は、ＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫを搬送するために使用され得る。例えば、図７に関して、ＲＩをピギーバックする
ために最初に割り振られたリソース要素７０８は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫをピギーバックする
ために使用される。従って、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックはサブフレームのスロット
０の５つのリソース要素を占有し、ここで、リソース要素のうちの１つ（例えば、７０８
）は、サブフレームのＲＩシンボルに対応する。
【００５７】
　[0074]別の例として、第１のスロット中の、及び／又は第２のスロット中のシンボルの
うちの１つ又は複数の選択は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫをピギーバックするために使用され得る
。従って、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックは、サブフレームのスロット０又はスロット
１の２～６つのシンボルを占有し得る。受信データのためのこのＡＣＫ／ＮＡＣＫフィー
ドバックは、ＰＵＳＣＨ上で送られる。
【００５８】
　[0075]別の態様によれば、ＰＵＳＣＨがアップリンク共有データ（ＵＬ－ＳＣＨ）を搬
送するか否かにかかわらず、ＰＵＳＣＨ上のＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックのためのシ
ンボルの数を拡張することが実行され得る。別の態様では、ＰＵＳＣＨ上のＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫフィードバックのためのシンボルの数を拡張することは、ＰＵＳＣＨがＵＬ－ＳＣＨ
を搬送せず、制御情報のみを搬送するときのみ、例えば、ＰＵＳＣＨがＡ－ＣＳＩのみの
送信のためにトリガされるとき、実行され得る。
【００５９】
　[0076]更なる態様によれば、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックは、利用可能な最高イン
デックス付きリソース要素（ＲＥ）から連続的により低いインデックスのＲＥにマッピン
グされ得る。これは、最低インデックス付きＲＥから連続的により高いインデックスのＲ
ＥにマッピングされるＲＩを補足することができる。代替的に、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィー
ドバックは、ＲＩのための最後のＲＥから連続的により高いインデックス付きＲＥにマッ
ピングされ得る。
【００６０】
　[0077]ＰＵＣＣＨは、ＰＵＳＣＨが割り振られないとき、ＵＥからの制御情報を搬送す
る。一態様によれば、ＵＥのために設定されたサービングセルの数が５よりも大きいとき
、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨとの並列送信が使用可能にされ得る。従って、ＰＵＣＣＨは、
ＰＵＳＣＨが割り振られるときでも、ＵＥからの制御情報を搬送し得る。従って、ＣＡの
ための少なくとも６つのＣＣで構成されたＵＥによって送られるＡＣＫ／ＮＡＣＫフィー
ドバックはＰＵＣＣＨ上で送られ得、ここで、ＰＵＳＣＨとＰＵＣＣＨとは同じサブフレ
ーム中にある。
【００６１】
　[0078]別の態様によれば、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックは、ＰＵＳＣＨ上の他のア
ップリンク制御情報とジョイントコード化され得る。例えば、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィード
バックは、ＰＵＳＣＨ上で与えられた少なくともＰ－ＣＳＩ又はＡ－ＣＳＩとジョイント
コード化され得る。
【００６２】
　[0079]別の態様によれば、ＲＩフィードバックで設定された６つ以上のＣＣ（例えば、
最高３２個のＣＣ）中のＣＣを考慮する必要があり得るＲＩフィードバックは、同じく、
ＰＵＳＣＨ中のより多くのシンボルを占有するように、又はＰＵＳＣＨ送信と並列なＰＵ
ＣＣＨ送信の一部として構成され得る。
【００６３】
　[0080]ＰＵＳＣＨ上でピギーバックされるＵＣＩの場合、ＵＣＩのためのリソースは、
（変調及びコード化方式、帯域幅などの）ＰＵＳＣＨパラメータと、ＵＣＩのペイロード
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サイズと、４ビットを使用して異なるタイプのＵＣＩについて別個に構成されたレイヤ３
構成オフセット値とに基づいて決定される。４ビットオフセットは、ＵＣＩタイプ（例え
ば、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ、ＣＱＩ、ＲＩ）ごとにレイヤ３構成される。オフセットは、本明
細書では、上位レイヤ信号伝達インデックスＩHARQ-ACK

offset、ＩCQI
offset及びＩRI

off

setと呼ばれることがある。
【００６４】
　[0081]更に、別個の構成が、単入力多出力（ＳＩＭＯ）対ＭＩＭＯアップリンク送信の
ために、及び／又は異なる電力制御サブフレームセットのために可能であり得る。４ビッ
トオフセットは、アップリンクオーバーヘッドとＵＣＩ信頼性との間でトレードオフすべ
きｅＮＢのための粗い制御を与える。これは、チャネル状態が高速時間変動していること
があるが、ＲＲＣ構成が半静的（semi-static）であるという事実に起因する。これは、
ｅＮＢが、例えば、数百ミリ秒程度の、比較的長い持続時間中に、予想されるチャネル状
態に対処するオフセットを選ばなければならないことを暗示する。オフセットがＲＲＣ構
成であり、従って半静的であるので、オフセットは高速フェージングチャネル状態を考慮
せずに選定される。
【００６５】
　[0082]ＴＤＤの場合、ＡＣＫ／ＮＡＣＫペイロードサイズは、フレーム中のアップリン
クサブフレームインデックスにも依存することがある。ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバック
に関して、異なるアップリンクサブフレームは、異なる数のダウンリンクサブフレームに
関連し得る。例えば、第１のアップリンクサブフレームの場合、関連するダウンリンクサ
ブフレームの数（Ｍ）は、２に等しいことがある。第２のアップリンクサブフレームの場
合、関連するダウンリンクサブフレームの数（Ｍ）は、１に等しいことがある。
【００６６】
　[0083]上述の例では、最高３２個のＣＣがアグリゲートされるとき、第１のアップリン
クサブフレームは、最高１２８ビットのＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックを与える必要が
あり得、それは３２＊２（Ｍ＝２を考慮して）＊２（各ダウンリンクＣＣについての空間
多重化（ＭＩＭＯ）を考慮して）に等しい。ＤＬ　ＣＡの場合、複数の肯定応答ビットは
、ＵＬ中で（例えば、各ＤＬ　ＣＣについて１ビット、又は空間多重化の場合２ビット）
伝達され得る。第２のアップリンクサブフレームは、最高６４ビットのＡＣＫ／ＮＡＣＫ
フィードバックを与える必要があり得、それは３２＊１（Ｍ＝１を考慮して）＊２（空間
多重化（ＭＩＭＯ）を考慮して）に等しい。
【００６７】
　[0084]異なるＡＣＫ／ＮＡＣＫペイロードサイズは、ＰＵＳＣＨ上で送信されたＵＣＩ
のための異なるレイヤ３構成オフセットを必要とし得る。オフセット値が高いほど、ＵＣ
Ｉのためのリソースの量は大きくなる。例えば、上位レイヤ信号伝達インデックスＩHARQ

-ACK
offsetに基づいて導出されるより高い送信オフセットβHARQ-ACK

offsetは、ＡＣＫ／
ＮＡＣＫフィードバックのためのリソースのより大きい量に対応し得る。ＰＵＳＣＨ上で
送信されたＵＣＩは、ＰＵＳＣＨ上の（ＵＬデータを含む）ＵＬ－ＳＣＨと同じ電力オフ
セット及び変調次数を有する）。
【００６８】
　[0085]前述のように、ＰＵＳＣＨは、１つ又は複数のダウンリンクサブフレームに関連
するアップリンクサブフレーム中に存在する。一態様によれば、ＵＣＩピギーバッキング
のための送信オフセットは、フレーム中でＭの異なる値（異なるＤＬ関連付けセット）に
ついて別個に構成される。例えば、フレーム中で、第１のアップリンクサブフレームはＭ
＝１を有し得、第２のサブフレームはＭ＝２を有し得る。従って、ＵＥは、第１のアップ
リンクサブフレームのための第１の上位レイヤ信号伝達インデックスＩHARQ-ACK

offset,1

を使用し、第２のアップリンクサブフレームのための第２の上位レイヤ信号伝達インデッ
クスＩHARQ-ACK

offset,2を使用することを示され得る。オフセットはまた、例えば、特に
構成されたキャリアの数が６以上であるとき、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）中で動的
に示され得る。
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【００６９】
　[0086]図８は、ワイヤレス通信の方法のフローチャート８００である。詳細には、この
図は、ＵＥのために設定されたサービングセルの数に基づいてＡＣＫ／ＮＡＣＫピギーバ
ックのためのリソースを決定する方法を示す。本方法は、ＵＥ（例えば、ＵＥ１０４、３
５０、５０２、装置１４０２／１４０２’）によって実行され得る。８０２において、Ｕ
Ｅは、複数のアグリゲートされたＣＣのうちの少なくとも２つのＣＣを介してデータを受
信する。例えば、ＵＥ５０２は、図５に関して上記で説明されたように、ＵＥ５０２のた
めに設定されたサービングセル５１０ａ～５１０ｎのうちの少なくとも２つのサービング
セルを介してデータを受信する。複数のアグリゲートされたＣＣは少なくとも６つのＣＣ
を含む。
【００７０】
　[0087]８０４において、ＵＥは、複数のアグリゲートされたＣＣ中のＣＣの数に基づい
て複数のアグリゲートされたＣＣを介して受信されたデータのためのＡＣＫ／ＮＡＣＫフ
ィードバックのためのリソースを決定する。一構成では、ＰＵＳＣＨ上のＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋフィードバックのために使用され得るシンボルの数は、ＵＥのために設定されたＣＣの
数に基づいて増加され得る。一構成では、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックは、サブフレ
ームのスロットの少なくとも５つのシンボルを占有する。少なくとも５つのシンボルは、
サブフレームの少なくとも１つのＲＩシンボルを含み得る。一構成では、図７に関して上
記で説明されたように、ＡＣＫ／ＮＡＣＫは、ＵＥのために設定されたＣＣの数に基づい
てＤＭＲＳの周りの５～８つのデータシンボルに点刻され得る。一構成では、ＵＥのため
に設定されたサービングセルの数が５よりも大きいとき、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨとの並
列送信が使用可能にされ得る。一構成では、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックは、ＵＥの
ために設定されたＣＣの数に基づいてＰＵＳＣＨ上で他のアップリンク制御情報とジョイ
ントコード化され得る。例えば、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックは、少なくとも、ＰＵ
ＳＣＨ上で与えられた周期ＣＳＩ又は非周期ＣＳＩとジョイントコード化され得る。一構
成では、ＡＣＫ／ＮＡＣＫペイロードサイズは、フレーム中のアップリンクサブフレーム
インデックスにも依存し得る。一構成では、ＰＵＳＣＨは、１つ又は複数のダウンリンク
サブフレームに関連するアップリンクサブフレーム中に存在し得る。そのような構成では
、上位レイヤ信号伝達インデックスは、１つ又は複数のダウンリンクサブフレームの数に
基づいて構成され得る。一構成では、異なるＡＣＫ／ＮＡＣＫペイロードサイズは、ＰＵ
ＳＣＨ上で送信されたＵＣＩのための異なるレイヤ３構成オフセットを必要とし得る。
【００７１】
　[0088]８０６において、ＵＥは、決定されたリソースを使用して複数のアグリゲートさ
れたＣＣを介して受信されたデータのためのＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックを、少なく
ともＰＵＳＣＨとともに送る。例えば、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックは、図７の構造
７００に関して前に説明されたＰＵＳＣＨとともに送られ得る。図７に関して前の例で説
明されたように、最高３２個のＣＣがアグリゲートされるとき、２つのダウンリンクサブ
フレームに関連するアップリンクサブフレーム中のＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックは、
１２８ビットであり得、１つのダウンリンクサブフレームに関連するアップリンクサブフ
レーム中のＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックは、６４ビットであり得る。一構成では、受
信データのためのＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックはＰＵＳＣＨ上で送られ得る。一構成
では、受信されたデータのためのＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックはＰＵＣＣＨ上で送ら
れ得、ＰＵＳＣＨとＰＵＣＣＨとは同じサブフレーム中にあり得る。
【００７２】
　[0089]ＵＥは、ＰＵＳＣＨ上で非周期ＣＳＩ（Ａ－ＣＳＩ）を送信するようにトリガさ
れ得る。ＰＵＳＣＨはまた、ＵＬ－ＳＣＨを含み得る。ＰＵＳＣＨがＵＬ－ＳＣＨを含ま
ない場合、ＰＵＳＣＨはＡ－ＣＳＩのみを含み得る。代替的に、ＵＬ－ＳＣＨがＰＵＳＣ
Ｈ上にないとき、他のＵＣＩ（例えば、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバック）も、Ａ－ＣＳ
Ｉとともに送信され得る。
【００７３】
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　[0090]Ａ－ＣＳＩ報告は、ＵＬ許可に伴う要求によってトリガされ得る。異なるファク
タに応じて、Ａ－ＣＳＩ報告についての要求は、より多い又はより少ないビットを備える
ことができる。例えば、ＵＥがＣＡ、多地点協調（ＣｏＭＰ：coordinated multipoint）
又は拡張干渉緩和トラフィック適応（ｅＩＭＴＡ：enhanced interference mitigation t
raffic adaptation）のために構成された場合、要求は、ＵＥ固有探索空間中のＵＬ許可
に伴い、Ａ－ＣＳＩ報告をトリガする２ビットＡ－ＣＳＩ情報フィールドであり得る。場
合によっては、１ビットＡ－ＣＳＩ情報フィールドが、Ａ－ＣＳＩをトリガするために与
えられ得る。Ａ－ＣＳＩの報告がそれのためにトリガされるＤＬ　ＣＣのセットは、ＲＲ
Ｃ構成され得る。
【００７４】
　[0091]ＰＵＳＣＨ上のＡ－ＣＳＩのみの送信は（例えば、ＵＬ－ＳＣＨがＡ－ＣＳＩと
多重化されるべきであるか否かにかかわらず）ＵＥに暗黙的に示される。特に、ＰＵＳＣ
Ｈ上のＡ－ＣＳＩのみの送信は、ＭＣＳインデックス（ＩMCS）が２９に等しく、Ａ－Ｃ
ＳＩ情報フィールドが（０でない値に）設定され、ＰＵＳＣＨのためのトランスポートブ
ロックサイズ（ＮPRB）が、（ＣＡの下で１つのＤＬ　ＣＣ、又はＣｏＭＰの下で１つの
ＣＳＩプロセスをトリガする１ビットＡ－ＣＳＩ情報フィールド、又は２ビットＡ－ＣＳ
Ｉ情報フィールドの場合）４つのリソースブロック（ＲＢ）よりも小さいか、又はそれに
等しい、若しくは（２つ以上のＣＣ又は３つ以上のＣＳＩプロセスをトリガする２ビット
Ａ－ＣＳＩ情報フィールドの場合）２０個のＲＢよりも小さいか又はそれに等しい場合、
トリガされ得る。４つのＲＢ対２０個のＲＢの区別は、増加されたＡ－ＣＳＩペイロード
サイズを考慮することである。
【００７５】
　[0092]アップリンクサブフレーム中にＰＵＳＣＨをもつ２つ又はそれ以上のＣＣがある
とき、１つのＰＵＳＣＨ　ＣＣのみがＵＣＩを搬送し得る。所与のＰＵＳＣＨ　ＣＣがト
リガされるＡ－ＣＳＩを有する場合、そのＰＵＳＣＨ　ＣＣは、ＵＣＩを搬送するように
選択され得る。この点について、ＵＬサブフレームの場合、トリガされるＡ－ＣＳＩをも
つ多くとも１つのＰＵＳＣＨ　ＣＣがある。場合によっては、ＵＣＩピギーバッキングの
ためのＰＵＳＣＨ　ＣＣの選択は、レイヤ３構成セルインデックスに基づき得る。一般に
、１次セルは最低セルインデックスを有する。
【００７６】
　[0093]デュアル接続性の場合、ＵＣＩ管理は、ＰＣＧ及びＳＣＧについて別個に行われ
る（又は実行される）。例えば、特定のグループ中のＰＵＳＣＨ上でピギーバックされる
ＵＣＩは、そのグループ中のＣＣのためのＵＣＩのみを含む。別の例として、各グループ
は、トリガされるＡ－ＣＳＩをもつ多くとも１つのＰＵＳＣＨ　ＣＣを別個に有し得る。
【００７７】
　[0094]図９に、ＴＤＤの場合のＡ－ＣＳＩ報告を示す。ダウンリンクサブフレームｎ中
で、ｅＮＢは、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）上でアップリンク許可９０
２をＵＥに送り得る。アップリンク許可９０２はＣＳＩ要求を含み得る。ＵＥは、ダウン
リンクサブフレームｎ中でＣＳＩ要求を含むアップリンク許可９０２を受信し得る。ＵＥ
は、サブフレームｎ中でｅＮＢから受信されたセル固有基準信号（ＣＲＳ）、ＣＳＩ基準
信号（ＣＳＩ－ＲＳ）及び／又は他の信号に基づいてＣＳＩを決定し得る。ＵＥは、次い
で、サブフレーム９０４（アップリンクサブフレームｎ＋ｎCQI_ref）を報告する際にＰ
ＵＳＣＨ上でデータとともにＣＳＩをｅＮＢに送り得る。パラメータｎCQI_refは、４よ
りも大きいか又はそれに等しいことがある。
【００７８】
　[0095]アップリンク許可９０２中に含まれるＣＳＩ要求は、長さが１又は２ビットであ
り得る。ネットワーク（例えば、ｅＮＢ）は、アップリンク許可９０２中でＣＳＩ要求の
ための（１つ又は複数の）ビットを設定することによって、非周期チャネル状態報告がＵ
Ｌ－ＳＣＨ上で送信されることを明示的に要求し得る。ＣＡの場合、２ビットＣＳＩ要求
は、ＣＳＩがそれのために報告されるべきであるＤＬ　ＣＣを示すために使用され得る。
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しかしながら、２ビットＡ－ＣＳＩトリガリングは、Ａ－ＣＳＩ報告の最高３つの可能な
ＲＲＣ構成セットをトリガするにすぎないことがあり、従って、多数のＣＣとともに使用
されるとき、限界を経験し得る。
【００７９】
　[0096]ＣＳＩ要求のための２ビット情報フィールドの考えられる意味が以下で説明され
る。ＣＳＩ要求フィールドの２進値が「００」である場合、ＣＳＩ報告はトリガされない
。ＣＳＩ要求フィールドの２進値が「０１」である場合、トリガがそれの上で送られるセ
ルのためのＣＳＩ報告がトリガされる。従って、「０１」の値はサービングセルの（１つ
又は複数の）ＣＳＩプロセスに対応する。従って、一例では、「０１」の情報フィールド
値をもつサービングセルのための制御チャネルを使用するＡ－ＣＳＩトリガリングを使用
可能にすることによって、サービングセルのためのＡ－ＣＳＩ報告をトリガすることは可
能である。（「１０」及び「１１」の）残りの２つの２進値は、ＵＥのために設定された
サービングセルの（１つ又は複数の）ＣＳＩプロセスに対応し得る。例えば、ＣＳＩ要求
フィールドの２進値が「１０」である場合、上位レイヤによって設定されたサービングセ
ルの第１のセットのためのＣＳＩ報告がトリガされ得る。また、ＣＳＩ要求フィールドの
ＣＳＩの２進値が「１１」である場合、上位レイヤによって設定されたサービングセルの
第２のセットのためのＣＳＩ報告がトリガされ得る。（「１０」及び「１１」の）２進値
に対応する構成は、サービングセル依存でない。ＲＲＣ構成の同じセットは、制御チャネ
ルがどのサービングセルのためのものであるかにかかわらず、常に「１０」及び「１１」
の値のために使用され得る。
【００８０】
　[0097]本開示の態様は、ＵＥがＣＡのための少なくとも６つのＣＣで構成されたとき、
Ａ－ＣＳＩ報告についての要求を可能にすることを対象とする。６つ以上のＣＣ（例えば
、最高３２個のＣＣ）がアグリゲートされるとき、多くとも２ビットの長さを有するＣＳ
Ｉ要求フィールドが十分なフレキシビリティを与えないことがあることが考えられる。一
態様によれば、アップリンク許可（例えば、アップリンク許可９０２）は、２ビットより
も大きいことがある長さを有するＣＳＩ要求を含む。例えば、ダウンリンクオーバーヘッ
ドの増加に関係する問題に対処するために、ＣＳＩ要求の長さは、２～４ビットであり得
る。２ビットよりも大きい長さを有するＣＳＩ要求は、Ａ－ＣＳＩがそれのために報告さ
れる（１つ又は複数の）サービングセルを選択する際により大きいフレキシビリティを与
え得る。
【００８１】
　[0098]ＣＳＩ要求の長さは、アグリゲートされるＣＣの数に基づき得る。より詳細には
、ＣＳＩ要求の長さは、ＣＣの数としきい値との比較に基づき得る。例えば、ＣＣの数が
しきい値よりも小さいか、又はそれに等しいとき、ＣＳＩ要求の長さは２ビットであり得
、ＣＣの数がしきい値よりも大きい場合、ＣＳＩ要求の長さは３ビット以上であり得る。
しきい値は５であり得る。この状況では、ＣＣの数が５よりも小さいか、又はそれに等し
い場合、ＣＳＩ要求の長さは２ビットであり得、ＣＣの数が５よりも大きい場合、ＣＳＩ
要求の長さは３ビット以上であり得る。
【００８２】
　[0099]別の例では、ＣＣの数がしきい値よりも小さいか、又はそれに等しい場合、ＣＳ
Ｉ要求の長さは３ビットに等しいことがあり、ＣＣの数がしきい値よりも大きい場合、Ｃ
ＳＩ要求の長さは４ビットに等しいことがある。しきい値は１０に等しいことがある。こ
の状況では、ＣＣの数が１０よりも小さいか、又はそれに等しい場合、ＣＳＩ要求の長さ
は３ビットに等しいことがあり、ＣＣの数が１０よりも大きい場合、ＣＳＩ要求の長さは
４ビットに等しいことがある。
【００８３】
　[00100]一構成では、ＣＳＩ要求の長さは、ＵＥがＣｏＭＰのために構成されたのか、
ｅＩＭＴＡのために構成されたのかを考慮に入れることによって決定され得る。例えば、
幾つかのＣＳＩ－ＲＳプロセスがＣｏＭＰによりＣＣ上に構成された場合、ＣＳＩ要求の
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長さは、ＣＣ上に構成された数ＣＳＩ－ＲＳプロセスに更に基づき得る。例えば、ＣＳＩ
要求の長さは、アグリゲートされるＣＣの数及び／又は各ＣＣ上に構成されたＣＳＩ－Ｒ
Ｓプロセスの数の和に基づき得る。より詳細には、ＣＳＩ要求の長さは、言及した和とし
きい値との比較に基づき得る。例えば、言及した和がしきい値よりも小さいか、又はそれ
に等しい場合、ＣＳＩ要求の長さは３ビットに等しいことがあり、言及した和がしきい値
よりも大きい場合、ＣＳＩ要求の長さは４ビットに等しいことがある。しきい値は１０に
等しいことがある。この状況では、言及した和が１０よりも小さいか、又はそれに等しい
場合、ＣＳＩ要求の長さは３ビットに等しいことがあり、言及した和が１０よりも大きい
場合、ＣＳＩ要求の長さは４ビットに等しいことがある。
【００８４】
　[00101]代替的に、ＣＳＩ要求の長さは、ＵＥのためのＣＳＩ－ＲＳプロセスの構成さ
れた総数の関数であり得る。Ａ－ＣＳＩプロセスで構成されないＣＣは、ＣＳＩ要求の長
さの決定から除外され得る。
【００８５】
　[00102]ＣＳＩ要求フィールドは、ＤＣＩフォーマット０及びＤＣＩフォーマット４中
に含まれ得る。従って、ＣＳＩ要求フィールドの長さを増加させることは、ＤＣＩフォー
マット０の長さを増加させ得る。ＤＣＩフォーマット０は、ＤＣＩフォーマット１Ａとサ
イズ適合される。従って、ＣＳＩ要求フィールドの長さを増加させることは、ＤＣＩフォ
ーマット１Ａの長さをも増加させ得る。
【００８６】
　[00103]説明された様々な態様によれば、ＣＳＩ要求フィールドの長さは、Ａ－ＣＳＩ
報告についての要求を可能にするために増加され得る。他の態様によれば、ＣＳＩ要求フ
ィールドの長さは、増加されないことがある。例えば、２ビットＣＳＩ要求フィールドは
再利用され得る。しかしながら、特定の２進値（例えば、「１０」及び「１１」）に対応
する構成はサービングセル依存であり得る。例えば、「１０」のＣＳＩ要求フィールドを
もつ第１のサービングセルの制御チャネルと、同じく「１０」のＣＳＩ要求フィールドを
もつ第２のサービングセルの制御チャネルとは、Ａ－ＣＳＩ報告の異なるセットをトリガ
し得る。
【００８７】
　[00104]別の例として、ＣＳＩ要求フィールドの長さは２ビットにおいて維持され得る
が、フィールドはＳＰＳ様の様式で解釈される。例えば、アクティブ化／非アクティブ化
は、Ａ－ＣＳＩトリガリングの（１つ又は複数の）異なるセットを再構成するために使用
される。
【００８８】
　[00105]別の例として、ＣＳＩ要求フィールドの長さは、２ビットにおいて維持され得
る。しかしながら、ＰＵＳＣＨ上でのＡ－ＣＳＩのみの送信についての要求の場合、Ａ－
ＣＳＩトリガリングの異なるセットを示し、従って、より多くのフレキシビリティを与え
るために、ＤＣＩフォーマット０又はＤＣＩフォーマット４中の他の情報フィールドが使
用され得る。例えば、これらの他のフィールドは、ＰＵＳＣＨのための２ビット送信電力
制御（ＴＰＣ）情報フィールド、１ビットホッピングフラグ及び／又は３ビットＤＭ－Ｒ
Ｓサイクリックシフト情報フィールドを含み得、３ビットＤＭ－ＲＳサイクリックシフト
情報フィールドは、マルチユーザＭＩＭＯをサポートするために使用されるアップリンク
復調基準信号の位相回転を示す。これらの情報フィールドが、よりフレキシブルなＡ－Ｃ
ＳＩトリガリングについての要求と比較してあまり重要でないと考えられ得るので、これ
らの情報フィールドを解釈し直すことは可能である。
【００８９】
　[00106]本開示の態様は、ＣＳＩ要求に基づいて１つ又は複数のサービングセルのため
のＡ－ＣＳＩの報告のための条件を決定することを対象とする。Ａ－ＣＳＩは、アップリ
ンク共有データなしに報告され得る。決定される条件は、Ａ－ＣＳＩを報告するために使
用されるＲＢの数であり得る。
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【００９０】
　[00107]ＵＬ－ＳＣＨのためのトランスポートブロックがなく、現在のＰＵＳＣＨ報告
モードのための制御情報フィードバックのみがＵＥによって送信される状況があり得る。
これは、２９よりも大きいか又はそれに等しく、３１よりも小さいか、又はそれに等しい
ＩMCSの値について、ＤＣＩフォーマット０が使用され、ＩMCSが２９に等しい場合、又は
ＤＣＩフォーマット４が使用され、１つのトランスポートブロック（ＴＢ）のみが使用可
能にされ、ＩMCSが、使用可能なＴＢについて２９に等しく、送信レイヤの数が１である
場合、及び「ＣＳＩ要求」ビットフィールドが１ビットであり、Ａ－ＣＳＩ報告をトリガ
するように設定され、トランスポートブロックサイズが４つのＲＢよりも小さいか、又は
それに等しい、若しくは「ＣＳＩ要求」ビットフィールドが２ビットであり、１つのサー
ビングセルのためのＡ－ＣＳＩ報告をトリガしており、トランスポートブロックサイズが
４つのＲＢよりも小さいか、又はそれに等しい、若しくは「ＣＳＩ要求」ビットフィール
ドが２ビットであり、２つ以上のサービングセルのためのＡ－ＣＳＩ報告をトリガしてお
り、トランスポートブロックサイズが２０個のＲＢよりも小さいか、又はそれに等しい、
若しくは「ＣＳＩ要求」ビットフィールドが２ビットであり、１つのＣＳＩプロセスのた
めのＡ－ＣＳＩ報告をトリガしており、トランスポートブロックサイズが４つのＲＢより
も小さいか、又はそれに等しい、若しくは「ＣＳＩ要求」ビットフィールドが２ビットで
あり、２つ以上のＣＳＩプロセスのためのＡ－ＣＳＩ報告をトリガしており、トランスポ
ートブロックサイズが２０個のＲＢよりも小さいか、又はそれに等しい場合、起こり得る
。
【００９１】
　[00108]一態様によれば、ＲＢの数は、トリガされるサービングセルの数に基づいて決
定され得る。例えば、トリガされるサービングセルの数が第１のしきい値よりも小さいか
、又はそれに等しい場合、ＲＢの数は２０に等しいことがある。トリガされるサービング
セルの数が第１のしきい値よりも大きく、第２のしきい値よりも小さいか、又はそれに等
しい場合、ＲＢの数は４０に等しいことがある。トリガされるサービングセルの数が第２
のしきい値よりも大きい場合、ＲＢの数は４０よりも大きい（例えば、限界がない）こと
がある。第１のしきい値は５に等しいことがあり、第２のしきい値は１０に等しいことが
ある。
【００９２】
　[00109]別の態様によれば、ＲＢの数は、トリガされるＣＳＩ－ＲＳプロセスの数に基
づく。例えば、ＣＳＩ－ＲＳプロセスの数が第１のしきい値よりも小さいか、又はそれに
等しい場合、ＲＢの数は２０に等しいことがある。ＣＳＩ－ＲＳプロセスの数が第１のし
きい値よりも大きく、第２のしきい値よりも小さいか、又はそれに等しい場合、ＲＢの数
は４０に等しいことがある。ＣＳＩ－ＲＳプロセスの数が第２のしきい値よりも大きい場
合、ＲＢの数は４０よりも大きい（例えば、限界がない）ことがある。第１のしきい値は
５に等しいことがあり、第２のしきい値は１０に等しいことがある。
【００９３】
　[00110]別の態様によれば、ＲＢの数は、トリガされるサービングセルの数とトリガさ
れるＣＳＩ基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）プロセスの数の両方に基づく。特に、ＲＢの数は、
トリガされるサービングセルの数とトリガされるＣＳＩ基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）プロセ
スの数との和に基づいて決定され得る。例えば、言及した和が第１のしきい値よりも小さ
いか、又はそれに等しい場合、ＲＢの数は２０に等しいことがある。言及した和が第１の
しきい値よりも大きく、第２のしきい値よりも小さいか、又はそれに等しい場合、ＲＢの
数は４０に等しいことがある。言及した和が第２のしきい値よりも大きい場合、ＲＢの数
は４０よりも大きい（例えば、限界がない）ことがある。第１のしきい値は５に等しいこ
とがあり、第２のしきい値は１０に等しいことがある。
【００９４】
　[00111]ＵＬサブフレーム当たりのＡ－ＣＳＩトリガの数に関して、ＣＡの場合、ＵＬ
サブフレーム当たり最高１つのトリガがあり得る。同様に、１次グループ及び２次グルー
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プを伴うデュアル接続性の場合、ＵＬサブフレーム当たり最高１つのトリガがあり得る。
ＣＣ固有Ａ－ＣＳＩトリガリングについての要求が起こらない限り、そのようなルールは
許容可能であり得る。
【００９５】
　[00112]ＵＥの観点から、１つのＵＬサブフレーム中で６つ以上のＣＣのためのフィー
ドバックを与えることは困難であり得る。例えば、単一のＵＬサブフレーム中で６つ以上
のＣＣ（例えば、最高３２個のＣＣ）のためのＡ－ＣＳＩを同時に測定し、報告すること
は困難であり得る。本開示の態様は、この困難を容易にすることを対象とする。
【００９６】
　[00113]一態様によれば、ＵＥは、ＣＣの数に依存する測定遅延で構成され得る。概し
て、より多数のＣＣは、より大きい測定遅延に対応する。再び図９を参照すると、測定遅
延は、サブフレームの単位（例えば、パラメータｎCQI_ref）で定量化され得る。従って
、報告サブフレーム（例えば、サブフレーム９０４）は、参照サブフレーム（例えば、ア
ップリンク許可９０２に対応するサブフレーム）に関して、サブフレームのより大きい数
だけオフセットされ得る。サブフレームの数は、ＣＣの数を１つ又は複数のしきい値と比
較することによって割り当てられ得る。例えば、ＣＣの数が１よりも大きいか、又はそれ
に等しく、５よりも小さいか、又はそれに等しい場合、測定遅延（例えば、ｎCQI_ref）
は４つのサブフレームに設定され得る。ＣＣの数が６よりも大きいか、又はそれに等しく
、１０よりも小さいか、又はそれに等しい場合、測定遅延（例えば、ｎCQI_ref）は５つ
のサブフレームに設定され得る。サブフレームの数が１１よりも大きいか、又はそれに等
しい場合、測定遅延（例えば、ｎCQI_ref）は６つのサブフレームに設定され得る。
【００９７】
　[00114]開示されるように、測定遅延はアグリゲートされたＣＣの数に応じて割り当て
られ得る。同様に、別の態様によれば、測定遅延（例えば、サブフレームの数）は、構成
されたＣＳＩ－ＲＳプロセスの数に基づき得る。代替的に（又は追加として）、Ａ－ＣＳ
Ｉの報告は、複数の（例えば、２つ又はそれ以上の）報告サブフレーム上で実行され得る
。例えば、少なくとも１つのＣＣのためのＡ－ＣＳＩの報告は、１つの報告サブフレーム
（例えば、第１のサブフレーム）中で送られ得、少なくとも別のＣＣのためのＡ－ＣＳＩ
の報告は、別の報告サブフレーム（例えば、後続の第２のサブフレーム）中で送られ得る
。
【００９８】
　[00115]特定の態様によれば、各報告サブフレームは、最高で事前決定された最大数の
新しいＡ－ＣＳＩ報告のためのＡ－ＣＳＩの現在の（又は新しい）報告を含み得る。従っ
て、特定のサブフレームは、最高で事前決定された最大数のＣＳＩプロセスのためのＡ－
ＣＳＩの現在の（又は新しい）報告と、残りのＣＳＩプロセスのためのＡ－ＣＳＩの古い
（例えば、以前の、又は前に報告された）報告とを含み得る。
【００９９】
　[00116]従って、６つ以上のＣＣ（例えば、最高３２個のＣＣ）のためのＣＳＩ報告は
、時分割多重化様式で実行され得る。例えば、最高８つのＣＣのためのＡ－ＣＳＩの報告
が所与の報告サブフレーム中で与えられる場合、３２個のＣＣのための報告が、４つの異
なるＵＬサブフレームにわたって与えられ得る。異なるＣＣのためのＡ－ＣＳＩ報告のそ
のような時間領域パーティションは、（例えば、ＣＣのためのＡ－ＣＳＩがサブフレーム
のセット中でのみ行われることがあるようなＲＲＣ構成によって）半静的であるか、又は
（例えば、ＤＣＩ中のトリガによって、ここで、トリガは、Ａ－ＣＳＩ報告のためのＣＣ
のあるセットのみをトリガすることができる）動的であり得る。
【０１００】
　[00117]代替的に（又は追加として）、Ａ－ＣＳＩの報告は、少なくとも１つ又は複数
のＣＣについて簡略化され得る。例えば、Ａ－ＣＳＩの完全（例えば、全）報告が少なく
とも１つのＣＣについて送られ得、Ａ－ＣＳＩの完全とは言えない報告（例えば、部分報
告（partial report）、制限付き報告、簡約報告又は緩和処理（relaxed processing）を
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もつＣＳＩ報告モード）が少なくとも別のＣＣについて送られ得る。例えば、Ａ－ＣＳＩ
のための完全報告（complete report）は、１次セルについて、及び最も低い４つの２次
セルＩＤを有する２次セルについて送られ得る。部分報告は、多くとも、他の２次セル（
例えば、より高いセルＩＤを有する２次セル）について送られ得る。部分報告は、ランク
１に関係するＣＳＩ及び広帯域ＣＳＩ／ＰＭＩ（例えば、広帯域ＣＱＩ報告又は広帯域Ｐ
ＭＩをもつ広帯域ＣＱＩ報告）を含み得る。完全報告に対して、部分報告は、周波数選択
性ＣＱＩ情報がなく、周波数選択性ＰＭＩ情報がなく、ＰＭＩ又はランクインジケータの
簡約セットを含み、より大きい周波数サブバンドサイズを含み、及び／又は差動ＣＱＩ値
を含み得る。
【０１０１】
　[00118]別の例として、同じ帯域（例えば、同じ動作周波数帯域又は同じ動作スペクト
ル）のセルの場合、Ａ－ＣＳＩのための完全報告は、これらのセルのうちの１つについて
送られ得る。部分報告は、多くとも、この帯域の他のセルについて送られ得る。個々の周
波数帯域の例としては、ＬＴＥ、ＬＴＥ無認可（ＬＴＥ－Ｕ）などがあり得る。ＬＴＥ周
波数帯域は７００ＭＨｚ又は２ＧＨｚにあり得る。ＬＴＥ－Ｕ周波数帯域は２．４ＧＨｚ
又は５ＧＨｚにあり得る。
【０１０２】
　[00119]図１０は、ＵＥ１００２のために設定されたサービングセルの数に基づいて非
周期ＣＳＩ要求のためのビットの数を決定することの一例を示す図１０００である。この
例では、ＵＥ１００２は基地局１００４に接続される。ＵＥ１００２はｎ個のサービング
セル１０１０ａ～１０１０ｎで構成される。一構成では、ｎは５よりも大きいことがある
。
【０１０３】
　[00120]一構成では、基地局１００４は、（１０２２において）、ＵＥ１００２のため
に設定されたサービングセルの数（例えば、ｎ）に基づいて、ＵＥ１００２から非周期Ｃ
ＳＩを報告するためのＣＳＩ要求を生成する。基地局１００４は、ＵＥ１００２のために
設定されたサービングセルの数に基づいて、アップリンク許可内でＣＳＩ要求を送信する
ためのビットの数を決定し得る。一構成では、基地局１００４は、ＵＥ１００２のために
設定されたサービングセルの数がしきい値（例えば、５）よりも小さいか、又はそれに等
しいとき、ＣＳＩ要求を送信するために２ビットを使用すると決定し得る。ＵＥ１００２
のために設定されたサービングセルの数がしきい値よりも大きいとき、基地局１００４は
、ＣＳＩ要求を送信するために少なくとも３ビットを使用すると決定し得る。一構成では
、ＣＳＩ要求を送信するためのビットの数は、サービングセルのうちの少なくとも１つの
上に構成されたＣＳＩ基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）プロセスの数に更に基づいて決定され得
る。
【０１０４】
　[00121]基地局１００４は（１０１２において）、例えば、サービングセル１０１０ａ
を介して、ビットの決定された数を使用してアップリンク許可（例えば、図９に関して上
記で説明されたアップリンク許可９０２）とともにＣＳＩ要求を送信し得る。一構成では
、基地局１００４は、サブフレーム中でサービングセル１０１０ａ～１０１０ｎのうちの
１つ又は複数のサービングセルについてのＣＳＩプロセスのセットのための非周期ＣＳＩ
報告を受信し得る。サブフレーム中の更新されたＣＳＩ報告の数は、ＣＳＩプロセスのセ
ットのサイズが事前決定された最大数よりも大きいとき、新しい非周期ＣＳＩ報告の事前
決定された最大数よりも小さいか、又はそれに等しいことがある。従って、サブフレーム
中の最高で事前決定された最大数のＡ－ＣＳＩ報告は、更新されたＣＳＩ報告であり得、
サブフレーム中のＡ－ＣＳＩ報告の残りは、古いＣＳＩ報告である。一構成では、基地局
１００４は、サービングセル１０１０ａ～１０１０ｎのうちの少なくとも１つのサービン
グセルのための緩和処理をもつＣＳＩ報告モードを構成し得る。緩和処理は、サービング
セルのためのＣＳＩ報告の範囲が制限される条件を指すことがある。一構成では、例えば
、緩和処理は、広帯域ＣＱＩ報告のみ、又は広帯域ＰＭＩ報告を伴う広帯域ＣＱＩ報告の
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うちの少なくとも１つを含む。基地局１００４は、次いで、ＵＥ１００２から、緩和処理
をもつＣＳＩ報告モードに基づく少なくとも１つのサービングセルのためのＣＳＩ報告を
受信することができる。
【０１０５】
　[00122]ＵＥ１００２は（１０１４において）、ＵＥ１００２のために設定されたサー
ビングセルの数（例えば、ｎ）に基づいて、非周期ＣＳＩ要求のために使用され得る受信
されたアップリンク許可内のビットの数を決定し得る。一構成では、ＣＳＩ要求のために
決定されたビットの数は、ＵＥ１００２のために設定されたサービングセルの数がしきい
値（例えば、５）よりも小さいか、又はそれに等しいとき、２であり得る。ＵＥ１００２
のために設定されたサービングセルの数がしきい値よりも大きいとき、ＣＳＩ要求のため
に決定されたビットの数は少なくとも３であり得る。
【０１０６】
　[00123]ＵＥ１００２は（１０２０において）、受信されたアップリンク許可の特定の
情報フィールド内の決定された数のビット中の情報に基づいて非周期ＣＳＩを報告し得る
。ＵＥ１００２は（１０１６において）、例えば、サービングセル１０１０ａを介して基
地局１００４にＣＳＩ報告を送り得る。一構成では、非周期ＣＳＩは、サービングセル１
０１０ａ～１０１０ｎのサブセットのためにサブフレーム中で報告され得る。ＵＥ１００
２は、更新され得るＣＳＩ報告の最大数を決定し得る。一構成では、この最大数は、ネッ
トワークによって事前構成され得る。ＵＥ１００２は、少なくとも１つのＣＳＩ報告を更
新し得る。少なくとも１つのＣＳＩ報告は、更新され得るＣＳＩ報告の決定された最大数
よりも小さいか、又はそれに等しいことがある。報告された非周期ＣＳＩは、更新された
少なくとも１つのＣＳＩ報告を含む。一構成では、ＵＥ１００２は、ＵＥのために設定さ
れた少なくとも１つのサービングセルのための緩和処理をもつＣＳＩ報告モードを識別し
得、緩和処理をもつＣＳＩ報告モードに基づいて、少なくとも１つのサービングセルのた
めのＣＳＩを報告し得る。一構成では、緩和処理は、広帯域ＣＱＩ報告のみ、又は広帯域
ＰＭＩ報告を伴う広帯域ＣＱＩ報告のうちの少なくとも１つを含み得る。
【０１０７】
　[00124]図１１は、ワイヤレス通信の方法のフローチャート１１００である。本方法は
、ＵＥ（例えば、ＵＥ１０４、３５０、１００２、装置１４０２／１４０２’）によって
実行され得る。図１１は様々な実施形態を示している。例えば、一実施形態は、１１０２
、１１０４、及び１１０８の特徴を実行することを含む。別の例として、別の実施形態は
、１１０２、１１０４及び１１０６の特徴を実行することを含む。別の例として、別の実
施形態は、１１０２、１１０４、１１０６及び１１０８の特徴を実行することを含む。言
及した実施形態のいずれかは、１１１０及び／又は１１１２の特徴を実行することを更に
含み得る。
【０１０８】
　[00125]１１０２において、ＵＥは、複数のアグリゲートされたＣＣのうちの少なくと
も２つのＣＣを介してデータを受信する。例えば、ＵＥは、図１０に関して上記で説明さ
れたように、ＵＥ１００２のために設定されたサービングセル１０１０ａ～１０１０ｎの
うちの少なくとも２つのサービングセルを介してデータを受信する。本例では、複数のア
グリゲートされたＣＣは少なくとも６つのＣＣを含む。１１０４において、ＵＥはアップ
リンク許可を受信する。例えば、図９に関して上記で説明されたように、ＵＥはアップリ
ンク許可９０２を受信する。アップリンク許可は、複数のアグリゲートされたＣＣのうち
の少なくとも１つのためのＡ－ＣＳＩの報告についての要求を含む。要求は、ビットの特
定の長さを有する情報フィールドであり得る。
【０１０９】
　[00126]１１０６に関して、ＵＥは、要求に基づいて１つ又は複数のサービングセルの
ためのアップリンク共有データがないＡ－ＣＳＩの報告のための条件を決定する。条件は
ＲＢの数を含み得、ＲＢの数は、１つ又は複数のサービングセルの数に基づいて決定され
得る。一構成では、ＲＢの数は、ＣＡにおける少なくとも６つのＣＣのうちの少なくとも
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１つのためにトリガされるＣＳＩ－ＲＳプロセスの数に更に基づき得る。条件を決定する
ために、ＵＥは、１つ又は複数のサービングセルの数を決定し得る。ＵＥが通信している
１つ又は複数のサービングセルの数に基づいて、ＵＥは、Ａ－ＣＳＩ報告のためのＲＢの
数を決定し得る。ＵＥは、複数のＲＢの決定された数に基づいて条件を設定し得る。１１
０６の特徴とともに、少なくとも１１０８、１１１０、又は１１１２の特徴も実行され得
る。１１０８、１１１０、及び１１１２の特徴は、以下で更に詳細に説明される。
【０１１０】
　[00127]１１０８に関して、ＵＥは報告サブフレーム中でＡ－ＣＳＩの報告を送る。例
えば、図９に関して上記で説明されたように、ＵＥは報告サブフレーム９０４中でＡ－Ｃ
ＳＩの報告を送り得る。一構成では、報告サブフレームは、参照サブフレームに関してサ
ブフレームの数だけオフセットされ得る。オフセットするサブフレームの数は、４よりも
大きいことがある。一構成では、サブフレームの数は、少なくとも、アグリゲートされた
ＣＣの数又は構成されたＣＳＩ－ＲＳプロセスの数に基づき得る。
【０１１１】
　[00128]１１１０に関して、ＵＥは、２つ又はそれ以上の報告サブフレーム中で（例え
ば、複数のサブフレームにわたって）少なくとも６つのＣＣのためのＡ－ＣＳＩの報告を
送る。例えば、少なくとも第１のＣＣのためのＡ－ＣＳＩの報告は第１の報告サブフレー
ム中で送られ得、少なくとも第２のＣＣのためのＡ－ＣＳＩの報告は第２の報告サブフレ
ーム中で送られ得る。一構成では、第１の報告サブフレームは、少なくとも第２のＣＣの
ための前に送られたＣＳＩ報告を含み得る。
【０１１２】
　[00129]１１１２に関して、ＵＥは、少なくとも６つのＣＣのうちの少なくとも第１の
ＣＣのためのＡ－ＣＳＩの完全報告を送り、少なくとも６つのＣＣのうちの少なくとも第
２のＣＣのためのＡ－ＣＳＩの多くとも部分報告を送る。完全報告に対して、部分報告は
、周波数選択性ＣＱＩ情報がなく、周波数選択性ＰＭＩ情報がなく、ＰＭＩ又はランクイ
ンジケータの簡約セットを含み、より大きい周波数サブバンドサイズを含み、及び／又は
差動ＣＱＩ値を含み得る。
【０１１３】
　[00130]一構成では、少なくとも第１のＣＣと少なくとも第２のＣＣとは、同じ周波数
帯域中にあり得る。一構成では、ＵＥは、少なくとも６つのＣＣのうちの少なくとも第３
のＣＣのための非周期ＣＳＩの完全報告を送り得る。少なくとも第１のＣＣは１次セルに
対応し得、少なくとも第２のＣＣは２次セルに対応し得る。少なくとも第３のＣＣは第２
の２次セルに対応し得る。一構成では、第２の２次セルのセル識別子（ＩＤ）は、２次セ
ルのセルＩＤよりも高いことがある。
【０１１４】
　[00131]図１２は、ワイヤレス通信の方法のフローチャート１２００である。詳細には
、この図は、ＵＥのために設定されたサービングセルの数に基づいてＵＥにおいてＡ－Ｃ
ＳＩを報告する方法を示している。本方法は、ＵＥ（例えば、ＵＥ１０４、３５０、１０
０２、装置１４０２／１４０２’）によって実行され得る。１２０２において、ＵＥは、
アップリンク許可（例えば、アップリンク許可９０２）とともに、非周期ＣＳＩについて
の要求を受信する。要求は、ビットの特定の長さを有する情報フィールドであり得る。
【０１１５】
　[00132]１２０４において、ＵＥは、受信された要求のために使用されるアップリンク
許可内のビットの数を決定する。例えば、ＵＥは、要求を備えるビットの数を決定する。
ビットの決定された数は、ＵＥのために設定されたサービングセルの数に基づくか、又は
それに関連し得る。例えば、要求のために決定されたビットの数（例えば、要求を備える
ビットの数）は、ＵＥのために設定されたサービングセルの数がしきい値（例えば、５）
よりも小さいか又はそれに等しいとき、２であり得る。要求のために決定されたビットの
数（例えば、要求を備えるビットの数）は、ＵＥのために設定されたサービングセルの数
がしきい値よりも大きいとき、少なくとも３であり得る。一構成では、１２０２及び１２
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０４において実行される動作は、図１１の１１０４に関して上記で説明された動作であり
得る。
【０１１６】
　[00133]１２０６において、ＵＥは、ビットの決定された数に基づいて、要求に応答し
て非周期ＣＳＩを報告する。例えば、ＵＥは、決定された数のビット中の情報に基づいて
、要求に応答して非周期ＣＳＩを報告する。一構成では、非周期ＣＳＩは、サービングセ
ルのサブセットのためのサブフレーム中で報告される。
【０１１７】
　[00134]１２０８において、ＵＥは、更新され得るＣＳＩ報告の最大数を随意に決定す
る。１２１０において、ＵＥは、少なくとも１つのＣＳＩ報告を随意に更新する。少なく
とも１つのＣＳＩ報告は、ＣＳＩ報告の決定された最大数よりも小さいか、又はそれに等
しいことがある。報告された非周期ＣＳＩは、更新された少なくとも１つのＣＳＩ報告を
含み得る。
【０１１８】
　[00135]一構成では、ＵＥは、ＵＥのために設定された少なくとも１つのサービングセ
ルのための緩和処理をもつＣＳＩ報告モードを識別し得る。ＵＥは、緩和処理をもつＣＳ
Ｉ報告モードに基づいて少なくとも１つのサービングセルのためのＣＳＩを報告し得る。
一構成では、緩和処理は、広帯域ＣＱＩ報告のみ、又は広帯域プリコード化行列インジケ
ータ報告を伴う広帯域ＣＱＩ報告のうちの少なくとも１つを含み得る。
【０１１９】
　[00136]図１３は、ワイヤレス通信の方法のフローチャート１３００である。詳細には
、この図は、ＵＥのために設定されたサービングセルの数に基づいてＵＥにＡ－ＣＳＩ報
告を要求する方法を示している。本方法は、基地局（例えば、基地局１０２、３１０、１
００４、装置１６０２／１６０２’）によって実行され得る。１３０２において、基地局
は、ＵＥのために設定されたサービングセルの数に基づいて、ＵＥ（例えば、１００２）
からの非周期ＣＳＩを報告することについての要求を送信するためのビットの数を決定す
る。一構成では、基地局は、ＵＥのために設定されたサービングセルの数がしきい値（例
えば、５）よりも小さいか、又はそれに等しいとき、ＵＥからの非周期ＣＳＩの報告につ
いての要求を送信するために２ビットを使用すると決定し得る。ＵＥのために設定された
サービングセルの数がしきい値よりも大きいとき、基地局は、ＵＥからの非周期ＣＳＩの
報告についての要求を送信するために少なくとも３ビットを使用すると決定し得る。一構
成では、ＵＥからの非周期ＣＳＩの報告についての要求を送信するためのビットの数は、
サービングセルのうちの少なくとも１つの上に構成されたＣＳＩ－ＲＳプロセスの数に更
に基づいて決定され得る。
【０１２０】
　[00137]１３０４において、基地局は、ビットの決定された数に基づいて、又はそれを
使用して非周期ＣＳＩの報告についての要求を備えるアップリンク許可を生成する。１３
０６において、基地局はＵＥにアップリンク許可（例えば、９０２）を送信する。
【０１２１】
　[00138]１３０８において、基地局は、サブフレーム中でＵＥのために設定されたサー
ビングセルのうちの１つ又は複数のサービングセルのためのＣＳＩプロセスのセットのた
めの非周期ＣＳＩ報告を受信する。一構成では、サブフレーム中の更新されたＣＳＩ報告
の数は、ＣＳＩプロセスのセットのサイズが事前決定された最大数よりも大きいとき、新
しい非周期ＣＳＩ報告の事前決定された最大数よりも小さいか、又はそれに等しいことが
ある。
【０１２２】
　[00139]一構成では、基地局は、ＵＥのために設定されたサービングセルのうちの少な
くとも１つのサービングセルのための緩和処理をもつＣＳＩ報告モードを構成し得る。基
地局は、ＵＥから、緩和処理をもつＣＳＩ報告モードに基づく少なくとも１つのサービン
グセルのためのＣＳＩ報告を受信し得る。緩和処理は、広帯域ＣＱＩ報告のみ、又は広帯
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域ＰＭＩ報告を伴う広帯域ＣＱＩ報告のうちの少なくとも１つを含み得る。
【０１２３】
　[00140]図１４は、例示的な装置１４０２中の異なるモジュール／手段／構成要素間の
データフローを示す概念データフロー図１４００である。本装置はＵＥであり得る。装置
１４０２は、（例えば、ｅＮＢ１４５０から）少なくとも２つのＣＣを介してデータを受
信する受信モジュール１４０４を含み得る。受信モジュール１４０４はまた、ｅＮＢ１４
５０からＡ－ＣＳＩ及びＣＳＩ報告モード構成の報告についての要求を含むアップリンク
許可を受信し得る。装置１４０２は、少なくともＰＵＳＣＨとともに、受信されたデータ
のためのＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックを送る送信モジュール１４１０を含み得る。送
信モジュール１４１０はまた、ｅＮＢ１４５０にＡ－ＣＳＩ報告を送り得る。受信モジュ
ール１４０４及び送信モジュール１４１０は、装置１４０２の通信を管理するために互い
に動作し得る。
【０１２４】
　[00141]装置１４０２は、装置１４０２のために設定されたサービングセルの数に基づ
いてＵＣＩフィードバック（例えば、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）のためのリソースを決定するＵ
ＣＩモジュール１４０６を含み得る。ＵＣＩモジュール１４０６は受信モジュール１４０
４からデータを受信し、受信データのためのＡＣＫ／ＮＡＣＫを生成し得る。生成された
ＡＣＫ／ＮＡＣＫは、送信モジュール１４１０に送られる。
【０１２５】
　[00142]装置１４０２は、Ａ－ＣＳＩを報告するＣＳＩモジュール１４０８を含み得る
。ＣＳＩモジュール１４０８は、受信モジュール１４０４から、ＣＳＩ要求を含むアップ
リンク許可を受信し得る。ＣＳＩモジュール１４０８は、受信モジュール１４０４からＣ
ＳＩ報告モード構成を受信し得る。ＣＳＩモジュールは、それに応じてＡ－ＣＳＩ報告を
生成し、生成されたＡ－ＣＳＩ報告を送信モジュール１４１０に送り得る。
【０１２６】
　[00143]本装置は、図８、図１１及び図１２の上述のフローチャート中のアルゴリズム
のブロックの各々を実行する追加のモジュールを含み得る。従って、図８、図１１及び図
１２の上述のフローチャート中の各ブロックは、１つのモジュールによって実行され得、
本装置は、それらのモジュールのうちの１つ又は複数を含み得る。モジュールは、述べら
れたプロセス／アルゴリズムを行うように特に構成された１つ又は複数のハードウェア構
成要素であるか、述べられたプロセス／アルゴリズムを実行するように構成されたプロセ
ッサによって実装されるか、プロセッサによる実装のためにコンピュータ可読媒体内に記
憶されるか、又はそれらの何らかの組合せであり得る。
【０１２７】
　[00144]図１５は、処理システム１５１４を採用する装置１４０２’のためのハードウ
ェア実装形態の一例を示す図１５００である。処理システム１５１４は、バス１５２４に
よって概略的に表されるバスアーキテクチャを用いて実装され得る。バス１５２４は、処
理システム１５１４の特定の適用例及び全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接続
バス及びブリッジを含み得る。バス１５２４は、プロセッサ１５０４によって表される１
つ又は複数のプロセッサ及び／又はハードウェアモジュールと、モジュール１４０４、１
４０６、１４０８、１４１０と、コンピュータ可読媒体／メモリ１５０６とを含む様々な
回路を互いにリンクする。バス１５２４はまた、タイミングソース、周辺機器、電圧調整
器及び電力管理回路など、様々な他の回路をリンクし得るが、これらの回路は当技術分野
においてよく知られており、従って、これ以上説明されない。
【０１２８】
　[00145]処理システム１５１４はトランシーバ１５１０に結合され得る。トランシーバ
１５１０は１つ又は複数のアンテナ１５２０に結合される。トランシーバ１５１０は、伝
送媒体を介して様々な他の装置と通信するための手段を与える。トランシーバ１５１０は
、１つ又は複数のアンテナ１５２０から信号を受信し、受信された信号から情報を抽出し
、抽出された情報を処理システム１５１４、特に受信モジュール１４０４に与える。更に
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、トランシーバ１５１０は、処理システム１５１４、特に送信モジュール１４１０から情
報を受信し、受信された情報に基づいて、１つ又は複数のアンテナ１５２０に適用される
べき信号を生成する。処理システム１５１４は、コンピュータ可読媒体／メモリ１５０６
に結合されたプロセッサ１５０４を含む。プロセッサ１５０４は、コンピュータ可読媒体
／メモリ１５０６に記憶されたソフトウェアの実行を含む一般的な処理を担当する。ソフ
トウェアは、プロセッサ１５０４によって実行されたとき、処理システム１５１４に、特
定の装置のための上記で説明された様々な機能を実行させる。コンピュータ可読媒体／メ
モリ１５０６はまた、ソフトウェアを実行するときにプロセッサ１５０４によって操作さ
れるデータを記憶するために使用され得る。処理システムは、更に、モジュール１４０４
、１４０８、１４１０のうちの少なくとも１つを含む。モジュールは、コンピュータ可読
媒体／メモリ１５０６中に常駐する／記憶された、プロセッサ１５０４中で動作するソフ
トウェアモジュールであるか、プロセッサ１５０４に結合された１つ又は複数のハードウ
ェアモジュールであるか、又はそれらの何らかの組合せであり得る。処理システム１５１
４は、ＵＥ３５０の構成要素であり得、メモリ３６０、及び／又はＴＸプロセッサ３６８
と、ＲＸプロセッサ３５６と、コントローラ／プロセッサ３５９とのうちの少なくとも１
つを含み得る。
【０１２９】
　[00146]一構成では、ワイヤレス通信のための装置１４０２／１４０２’は、複数のア
グリゲートされたＣＣのうちの少なくとも２つのＣＣを介してデータを受信するための手
段（例えば、１４０４、１５０４、１５１０、又は１５２０）を含む。複数のアグリゲー
トされたＣＣは少なくとも６つのＣＣを含む。装置１４０２／１４０２’はまた、複数の
アグリゲートされたＣＣのうちのＣＣの数に基づいて、少なくともＰＵＳＣＨとともに、
複数のアグリゲートされたＣＣを介して受信されたデータのためのＡＣＫ／ＮＡＣＫフィ
ードバックを送るための手段（例えば、１４１０、１５０４、１５１０、又は１５２０）
を含む。
【０１３０】
　[00147]受信データのためのＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックはＰＵＳＣＨ上で送られ
得る。ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックは、サブフレームのスロットの少なくとも５つの
シンボルを占有し得る。少なくとも５つのシンボルは、サブフレームの少なくとも１つの
ＲＩシンボルを含み得る。ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックは、ＰＵＳＣＨ上で与えられ
た少なくともＰ－ＣＳＩ又はＡ－ＣＳＩとジョイントコード化され得る。ＰＵＳＣＨは、
１つ又は複数のダウンリンクサブフレームに関連するアップリンクサブフレーム中に存在
し得、上位レイヤ信号伝達インデックスは、１つ又は複数のダウンリンクサブフレームの
数に基づいて構成され得る。受信されたデータのためのＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバック
はＰＵＣＣＨ上で送られ得、ＰＵＳＣＨとＰＵＣＣＨとは同じサブフレーム中にあり得る
。
【０１３１】
　[00148]一構成では、ワイヤレス通信のための装置１４０２／１４０２’は、複数のア
グリゲートされたＣＣのうちの少なくとも２つのＣＣを介してデータを受信するための手
段（例えば、１４０４、１５０４、１５１０、又は１５２０）を含む。複数のアグリゲー
トされたＣＣは少なくとも６つのＣＣを含む。装置１４０２／１４０２’はまた、少なく
とも６つのＣＣのうちの少なくとも１つのためのＡ－ＣＳＩの報告についての要求を備え
るアップリンク許可を受信するための手段（例えば、１４０４、１５０４、１５１０、又
は１５２０）を含む。
【０１３２】
　[00149]Ａ－ＣＳＩの報告についての要求の長さは２ビットよりも大きいことがある。
要求の長さは、少なくとも６つのＣＣの数に基づき得る。少なくとも６つのＣＣの数がし
きい値よりも小さいか又はそれに等しい場合、要求の長さは３ビットに等しいことがあり
、少なくとも６つのＣＣの数がしきい値よりも大きい場合、要求の長さは４ビットに等し
いことがある。要求の長さは、少なくとも６つのＣＣのうちの少なくとも１つの上に構成
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されたＣＳＩ－ＲＳプロセスの数に更に基づき得る。少なくとも６つのＣＣの数とＣＳＩ
－ＲＳプロセスの数との和がしきい値よりも小さいか又はそれに等しい場合、要求の長さ
は３ビットに等しいことがあり、少なくとも６つのＣＣの数とＣＳＩ－ＲＳプロセスの数
との和がしきい値よりも大きい場合、要求の長さは４ビットに等しいことがある。
【０１３３】
　[00150]装置１４０２／１４０２’はまた、要求に基づいて１つ又は複数のサービング
セルのためのアップリンク共有データがない非周期ＣＳＩの報告のための条件を決定する
ための手段（例えば、１４０８又は１５０４）をも含み得る。条件は複数のＲＢの数を含
み得、複数のＲＢの数は、１つ又は複数のサービングセルの数に基づいて決定される。複
数のＲＢの数は、少なくとも６つのＣＣのうちの少なくとも１つのためにトリガされるＣ
ＳＩ－ＲＳプロセスの数に更に基づき得る。特定の構成に従って、非周期ＣＳＩの報告の
ための条件を決定するための手段（例えば、１４０８又は１５０４）を含む装置１４０２
／１４０２’は、少なくとも、報告サブフレーム中で非周期ＣＳＩの報告を送るための手
段（例えば、１４１０、１５０４、１５１０又は１５２０）、２つ又はそれ以上の報告サ
ブフレーム中で少なくとも６つのＣＣのための非周期ＣＳＩの報告を送るための手段（例
えば、１４１０、１５０４、１５１０又は１５２０）、又は少なくとも６つのＣＣのうち
の少なくとも第１のＣＣのための非周期ＣＳＩの完全報告を送るための手段（例えば、１
４１０、１５０４、１５１０又は１５２０）及び少なくとも６つのＣＣのうちの少なくと
も第２のＣＣのための非周期ＣＳＩの多くとも部分報告を送るための手段（例えば、１４
１０、１５０４、１５１０又は１５２０）を更に含む。言及した追加の手段は、以下で更
に詳細に説明される。
【０１３４】
　[00151]装置１４０２／１４０２’はまた、報告サブフレーム中で非周期ＣＳＩの報告
を送るための手段（例えば、１４１０、１５０４、１５１０又は１５２０）を含み得る。
報告サブフレームは、参照サブフレームに関してサブフレームの数だけオフセットされ得
る。サブフレームの数は、４よりも大きいことがある。サブフレームの数は、少なくとも
、アグリゲートされたＣＣの数、又は構成されたＣＳＩ－ＲＳプロセスの数に基づき得る
。
【０１３５】
　[00152]装置１４０２／１４０２’はまた、２つ又はそれ以上の報告サブフレーム中で
少なくとも６つのＣＣのための非周期ＣＳＩの報告を送るための手段（例えば、１４１０
、１５０４、１５１０又は１５２０）を含み得る。非周期ＣＳＩの報告を送るための手段
は、第１の報告サブフレーム中で少なくとも６つのＣＣのうちの少なくとも第１のＣＣの
ための非周期ＣＳＩの報告を送り、第２の報告サブフレーム中で少なくとも６つのＣＣの
うちの少なくとも第２のＣＣのための非周期ＣＳＩの報告を送るように構成され得る。第
１の報告サブフレームは、少なくとも第２のＣＣのための前に送られたＣＳＩ報告を含み
得る。
【０１３６】
　[00153]装置１４０２／１４０２’はまた、少なくとも６つのＣＣのうちの少なくとも
第１のＣＣのための非周期ＣＳＩの完全報告を送るための手段（例えば、１４１０、１５
０４、１５１０又は１５２０）と、少なくとも６つのＣＣのうちの少なくとも第２のＣＣ
のための非周期ＣＳＩの多くとも部分報告を送るための手段（例えば、１４１０、１５０
４、１５１０又は１５２０）とを含み得る。少なくとも、第１のＣＣと少なくとも第２の
ＣＣとは、同じ周波数帯域中にあり得る。少なくとも第１のＣＣは１次セルに対応し得、
少なくとも第２のＣＣは２次セルに対応し得る。完全報告を送るための手段は、少なくと
も６つのＣＣのうちの少なくとも第３のＣＣのための非周期ＣＳＩの完全報告を送るよう
に構成され得、少なくとも第３のＣＣは第２の２次セルに対応し得る。第２の２次セルの
セル識別子（ＩＤ）は、２次セルのセルＩＤよりも高いことがある。部分報告は、少なく
とも、周波数選択性ＣＱＩ情報がなく、周波数選択性ＰＭＩ情報がなく、ＰＭＩ又はラン
クインジケータの簡約セットを含み、より大きい周波数サブバンドサイズを含み、及び／



(31) JP 6648143 B2 2020.2.14

10

20

30

40

50

又は差動ＣＱＩ値を含み得る。
【０１３７】
　[00154]装置１４０２／１４０２’は、非周期ＣＳＩについての要求を受信するための
手段（例えば、１４０４、１５０４、１５１０又は１５２０）を含み得る。一構成では、
非周期ＣＳＩについての要求を受信するための手段は、図１２の１２０２に関して上記で
説明された動作を実行し得る。
【０１３８】
　[00155]装置１４０２／１４０２’は、要求を備えるビットの数を決定するための手段
（例えば、１４０８又は１５０４）を含み得る。一構成では、要求を備えるビットの数を
決定するための手段は、図１２の１２０４に関して上記で説明された動作を実行し得る。
【０１３９】
　[00156]装置１４０２／１４０２’は、ビットの決定された数に基づいて要求に応答し
て非周期ＣＳＩを報告するための手段（例えば、１４０８又は１５０４）を含み得る。一
構成では、ビットの決定された数に基づいて要求に応答して非周期ＣＳＩを報告するため
の手段は、図１２の１２０６に関して上記で説明された動作を実行し得る。
【０１４０】
　[00157]装置１４０２／１４０２’は、更新され得るＣＳＩ報告の最大数を決定するた
めの手段（例えば、１４０８又は１５０４）を含み得る。一構成では、更新され得るＣＳ
Ｉ報告の最大数を決定するための手段は、図１２の１２０８に関して上記で説明された動
作を実行し得る。
【０１４１】
　[00158]装置１４０２／１４０２’は、少なくとも１つのＣＳＩ報告を更新するための
手段（例えば、１４０８又は１５０４）を含み得る。一構成では、少なくとも１つのＣＳ
Ｉ報告を更新するための手段は、図１２の１２１０に関して上記で説明された動作を実行
し得る。
【０１４２】
　[00159]装置１４０２／１４０２’は、ＵＥのために設定された少なくとも１つのサー
ビングセルのための緩和処理をもつＣＳＩ報告モードを識別するための手段（例えば、１
４０８又は１５０４）を含み得る。装置１４０２／１４０２’は、緩和処理をもつＣＳＩ
報告モードに基づいて少なくとも１つのサービングセルのためのＣＳＩを報告するための
手段（例えば、１４０８又は１５０４）を含み得る。
【０１４３】
　[00160]上述の手段は、上述の手段によって具陳された機能を実行するように構成され
た、装置１４０２及び／又は装置１４０２’の処理システム１５１４の上述のモジュール
のうちの１つ又は複数であり得る。上記で説明されたように、処理システム１５１４は、
ＴＸプロセッサ３６８と、ＲＸプロセッサ３５６と、コントローラ／プロセッサ３５９と
を含み得る。従って、一構成では、上述の手段は、上述の手段によって具陳された機能を
実行するように構成された、ＴＸプロセッサ３６８と、ＲＸプロセッサ３５６と、コント
ローラ／プロセッサ３５９とであり得る。
【０１４４】
　[00161]図１６は、例示的な装置１６０２中の異なる手段／構成要素間のデータフロー
を示す概念データフロー図１６００である。本装置はｅＮＢであり得る。装置１６０２は
、ＵＥ１６５０からＵＣＩフィードバック（例えば、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）を受信し得る受
信構成要素１６０４を含む。受信構成要素はＵＥ１６５０からＡ－ＣＳＩ報告を受信し得
る。装置１６０２は、ＵＥ１６５０にデータを送る送信構成要素１６１０を含む。送信構
成要素１６１０は、Ａ－ＣＳＩ要求を含むアップリンク許可をＵＥ１６５０に送り得る。
送信構成要素１６１０は、ＣＳＩ報告モード構成をＵＥ１６５０に送り得る。受信構成要
素１６０４及び送信構成要素１６１０は、装置１６０２の通信を管理するために互いに動
作し得る。
【０１４５】
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　[00162]装置１６０２は、ＵＥ１６５０のために設定されたサービングセルの数に基づ
いてＵＥ１６２０からのＡ－ＣＳＩを報告することについての要求を送信するためのビッ
トの数を決定するビット長決定構成要素１６０６を含み得る。
【０１４６】
　[00163]装置１６０２は、ビット長決定構成要素１６０６によって決定されたビットの
数を使用してＣＳＩ要求を生成するＣＳＩ要求生成構成要素１６０８を含み得る。生成さ
れたＣＳＩ要求はアップリンク許可内にあり得る。ＣＳＩ要求生成構成要素１６０８は送
信構成要素１６１０にアップリンク許可を送る。
【０１４７】
　[00164]装置１６０２は、ＵＥ１６５０のために設定されたサービングセルのうちの少
なくとも１つのサービングセルのための緩和処理をもつＣＳＩ報告モードを構成するＣＳ
Ｉ報告モード構成要素１６１２を含み得る。ＣＳＩ報告モード構成要素１６１２は、（例
えば、緩和処理をもつ）ＣＳＩ報告モード構成を送信構成要素１６１０に送る。
【０１４８】
　[00165]本装置は、図１３の上述のフローチャート中のアルゴリズムのブロックの各々
を実行する追加の構成要素を含み得る。従って、図１３の上述のフローチャート中の各ブ
ロックは、１つの構成要素によって実行され得、本装置は、それらの構成要素のうちの１
つ又は複数を含み得る。構成要素は、述べられたプロセス／アルゴリズムを行うように特
に構成された１つ又は複数のハードウェア構成要素であるか、述べられたプロセス／アル
ゴリズムを実行するように構成されたプロセッサによって実装されるか、プロセッサによ
る実装のためにコンピュータ可読媒体内に記憶されるか、又はそれらの何らかの組合せで
あり得る。
【０１４９】
　[00166]図１７は、処理システム１７１４を採用する装置１６０２’のためのハードウ
ェア実装形態の一例を示す図１７００である。処理システム１７１４は、バス１７２４に
よって概略的に表されるバスアーキテクチャを用いて実装され得る。バス１７２４は、処
理システム１７１４の特定の適用例及び全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接続
バス及びブリッジを含み得る。バス１７２４は、プロセッサ１７０４によって表される１
つ又は複数のプロセッサ及び／又はハードウェア構成要素と、構成要素１６０４、１６０
６、１６０８、１６１０、１６１２と、コンピュータ可読媒体／メモリ１７０６とを含む
様々な回路を互いにリンクする。バス１７２４はまた、タイミングソース、周辺機器、電
圧調整器、及び電力管理回路など、様々な他の回路をリンクし得るが、これらの回路は当
技術分野においてよく知られており、従って、これ以上説明されない。
【０１５０】
　[00167]処理システム１７１４はトランシーバ１７１０に結合され得る。トランシーバ
１７１０は１つ又は複数のアンテナ１７２０に結合される。トランシーバ１７１０は、伝
送媒体を介して様々な他の装置と通信するための手段を与える。トランシーバ１７１０は
、１つ又は複数のアンテナ１７２０から信号を受信し、受信された信号から情報を抽出し
、抽出された情報を処理システム１７１４、特に受信構成要素１６０４に与える。更に、
トランシーバ１７１０は、処理システム１７１４、特に送信構成要素１６１０から情報を
受信し、受信された情報に基づいて、１つ又は複数のアンテナ１７２０に適用されるべき
信号を生成する。処理システム１７１４は、コンピュータ可読媒体／メモリ１７０６に結
合されたプロセッサ１７０４を含む。プロセッサ１７０４は、コンピュータ可読媒体／メ
モリ１７０６に記憶されたソフトウェアの実行を含む一般的な処理を担当する。ソフトウ
ェアは、プロセッサ１７０４によって実行されたとき、処理システム１７１４に、特定の
装置のための上記で説明された様々な機能を実行させる。コンピュータ可読媒体／メモリ
１７０６はまた、ソフトウェアを実行するときにプロセッサ１７０４によって操作される
データを記憶するために使用され得る。処理システム１７１４は、構成要素１６０４、１
６０６、１６０８、１６１０、１６１２のうちの少なくとも１つを更に含む。それらの構
成要素は、プロセッサ１７０４中で動作し、コンピュータ可読媒体／メモリ１７０６中に
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存在する／記憶されたソフトウェア構成要素であるか、プロセッサ１７０４に結合された
１つ又は複数のハードウェア構成要素であるか、又はそれらの何らかの組合せであり得る
。処理システム１７１４は、ｅＮＢ３１０の構成要素であり得、メモリ３７６及び／又は
ＴＸプロセッサ３１６と、ＲＸプロセッサ３７０と、コントローラ／プロセッサ３７５と
のうちの少なくとも１つを含み得る。
【０１５１】
　[00168]一構成では、ワイヤレス通信のための装置１６０２／１６０２’は、ＵＥのた
めに設定されたサービングセルの数に基づいてＵＥにＡ－ＣＳＩを要求するためのビット
の数を決定するための手段（例えば、１６０６又は１７０４）を含む。一構成では、ＵＥ
のために設定されたサービングセルの数に基づいてＵＥにＡ－ＣＳＩを要求するためのビ
ットの数を決定するための手段は、図１３の１３０２に関して上記で説明された動作を実
行し得る。
【０１５２】
　[00169]一構成では、ビットの数を決定するための手段は、ＵＥのために設定されたサ
ービングセルの数がしきい値よりも小さいか、又はそれに等しいとき、ＵＥからの非周期
ＣＳＩの報告についての要求を送信するために２ビットを使用すると決定するように構成
され得る。一構成では、ビットの数を決定するための手段は、ＵＥのために設定されたサ
ービングセルの数がしきい値よりも大きいとき、ＵＥからの非周期ＣＳＩの報告について
の要求を送信するために少なくとも３ビットを使用すると決定するように更に構成され得
る。
【０１５３】
　[00170]一構成では、装置１６０２／１６０２’は、ビットの決定された数に基づいて
非周期ＣＳＩについての要求を備えるアップリンク許可を生成するための手段（例えば、
１６０８又は１７０４）を含み得る。一構成では、ビットの決定された数に基づいて非周
期ＣＳＩについての要求を備えるアップリンク許可を生成するための手段は、図１３の１
３０４に関して上記で説明された動作を実行し得る。
【０１５４】
　[00171]一構成では、装置１６０２／１６０２’は、ＵＥにアップリンク許可を送信す
るための手段（例えば、１６１０、１７０４、１７１０又は１７２０）を含み得る。一構
成では、ＵＥにアップリンク許可を送信するための手段は、図１３の１３０６に関して上
記で説明された動作を実行し得る。
【０１５５】
　[00172]一構成では、装置１６０２／１６０２’は、サブフレーム中でＵＥのために設
定されたサービングセルのうちの１つ又は複数のサービングセルのためのＣＳＩプロセス
のセットのための非周期ＣＳＩ報告を受信するための手段（例えば、１６０４、１７０４
、１７１０又は１７２０）を含み得る。一構成では、サブフレーム中でＵＥのために設定
されたサービングセルのうちの１つ又は複数のサービングセルのためのＣＳＩプロセスの
セットのための非周期ＣＳＩ報告を受信するための手段は、図１３の１３０８に関して上
記で説明された動作を実行し得る。
【０１５６】
　[00173]一構成では、装置１６０２／１６０２’は、ＵＥのために設定されたサービン
グセルのうちの少なくとも１つのサービングセルのための緩和処理をもつＣＳＩ報告モー
ドを構成するための手段（例えば、１６１２又は１７０４）を含み得る。一構成では、装
置１６０２／１６０２’は、ＵＥからの緩和処理をもつＣＳＩ報告モードに基づいて少な
くとも１つのサービングセルのためのＣＳＩ報告を受信するための手段（例えば、１６０
４、１７０４、１７１０又は１７２０）を含み得る。
【０１５７】
　[00174]上述の手段は、上述の手段によって具陳された機能を実行するように構成され
た、装置１６０２及び／又は装置１６０２’の処理システム１７１４の上述の構成要素の
うちの１つ又は複数であり得る。上記で説明されたように、処理システム１７１４は、Ｔ
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Ｘプロセッサ３１６と、ＲＸプロセッサ３７０と、コントローラ／プロセッサ３７５とを
含み得る。従って、一構成では、上述の手段は、上述の手段によって具陳された機能を実
行するように構成された、ＴＸプロセッサ３１６と、ＲＸプロセッサ３７０と、コントロ
ーラ／プロセッサ３７５とであり得る。
【０１５８】
　[00175]開示されたプロセス／フローチャート中のブロックの特定の順序又は階層は、
例示的な手法の一例であることを理解されたい。設計選好に基づいて、プロセス／フロー
チャート中のブロックの特定の順序又は階層は再構成され得ることを理解されたい。更に
、幾つかのブロックは組み合わせられるか又は省略され得る。添付の方法クレームは、様
々なブロックの要素を例示的な順序で提示したものであり、提示された特定の順序又は階
層に限定されるものではない。
【０１５９】
　[00176]以上の説明は、当業者が本明細書で説明された様々な態様を実施できるように
するために与えられた。これらの態様への様々な変更は当業者には容易に明らかであり、
本明細書で定義された一般原理は他の態様に適用され得る。従って、特許請求の範囲は、
本明細書に示された態様に限定されるものではなく、クレーム文言に矛盾しない全範囲を
与えられるべきであり、ここにおいて、単数形の要素への言及は、そのように明記されて
いない限り、「唯一無二の」を意味するものではなく、「１つ又は複数の」を意味するも
のである。「例示的」という単語は、本明細書では「例、事例又は例示の働きをすること
」を意味するために使用される。「例示的」として本明細書で説明されるいかなる態様も
、必ずしも他の態様よりも好適又は有利であると解釈されるべきであるとは限らない。別
段に明記されていない限り、「幾つか（some）」という用語は１つ又は複数を指す。「Ａ
、Ｂ、又はＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ又はＣのうちの１つ又は複数」、「Ａ
、Ｂ、及びＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ及びＣのうちの１つ又は複数」、及び
「Ａ、Ｂ、Ｃ、又はそれらの任意の組合せ」などの組合せは、Ａ、Ｂ及び／又はＣの任意
の組合せを含み、複数のＡ、複数のＢ又は複数のＣを含み得る。詳細には、「Ａ、Ｂ又は
Ｃのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ又はＣのうちの１つ又は複数」、「Ａ、Ｂ及びＣ
のうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ及びＣのうちの１つ又は複数」、及び「Ａ、Ｂ、Ｃ
又はそれらの任意の組合せ」などの組合せは、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、Ａ及びＢ、Ａ及
びＣ、Ｂ及びＣ、又はＡ及びＢ及びＣであり得、ここで、いかなるそのような組合せも、
Ａ、Ｂ又はＣのうちの１つ又は複数のメンバーを含んでいることがある。当業者に知られ
ている、又は後に知られることになる、本開示全体にわたって説明された様々な態様の要
素の全ての構造的及び機能的等価物は、参照により本明細書に明確に組み込まれ、特許請
求の範囲に包含されるものである。その上、本明細書で開示されるいかなることも、その
ような開示が特許請求の範囲に明示的に具陳されているかどうかにかかわらず、公に供す
るものではない。「モジュール」、「機構」、「要素」、「機器」などという単語は、「
手段」という単語のための代用でないことがある。従って、いかなるクレーム要素も、そ
の要素が「ための手段」という句を使用して明確に具陳されていない限り、ミーンズプラ
スファンクションとして解釈されるべきではない。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ユーザ機器（ＵＥ）のワイヤレス通信の方法であって、
　アップリンク許可とともに、チャネル状態情報（ＣＳＩ）についての要求を受信するこ
とと、
　前記要求を備えるビットの数を決定することと、
　ビットの決定された前記数に基づいて、前記要求に応答して前記ＣＳＩを報告すること
と
を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記要求を備えるビットの前記数が、前記ＵＥのために設定されたサービングセルの数
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に関連する、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記要求を備えるビットの前記数は、前記ＵＥのために設定されたサービングセルの前
記数がしきい値よりも小さいか、又はそれに等しいとき、２である、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記要求を備えるビットの前記数は、前記ＵＥのために設定されたサービングセルの前
記数が前記しきい値よりも大きいとき、少なくとも３である、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記しきい値が５である、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記ＣＳＩの前記報告が、前記ＵＥのために設定された前記サービングセルのサブセッ
トのためにサブフレーム中で前記ＣＳＩを報告することを備える、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ７］
　更新され得るＣＳＩ報告の最大数を決定することと、
　少なくとも１つのＣＳＩ報告を更新することと、前記少なくとも１つのＣＳＩ報告が、
ＣＳＩ報告の前記決定された最大数よりも小さいか、又はそれに等しい、を更に備え、
　ここにおいて、前記報告されたＣＳＩが、前記更新された少なくとも１つのＣＳＩ報告
を含む、
Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記ＵＥのために設定された少なくとも１つのサービングセルのための緩和処理をもつ
ＣＳＩ報告モードを識別することと、
　緩和処理をもつ前記ＣＳＩ報告モードに基づいて前記少なくとも１つのサービングセル
のためのＣＳＩを報告することと
を更に備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記緩和処理が、広帯域ＣＱＩ報告又は広帯域プリコード化行列インジケータ報告をも
つ前記広帯域ＣＱＩ報告のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１０］
　基地局のワイヤレス通信の方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）のために設定されたサービングセルの数に基づいて、チャネル状態
情報（ＣＳＩ）を前記ＵＥに要求するためのビットの数を決定することと、
　ビットの決定された前記数に基づいて、前記ＣＳＩについての要求を備えるアップリン
ク許可を生成することと、
　前記ＵＥに前記アップリンク許可を送信することと
を備える、方法。
［Ｃ１１］
　ビットの前記数を前記決定することは、前記ＵＥのために設定されたサービングセルの
前記数がしきい値よりも小さいか、又はそれに等しいとき、前記要求のために２ビットを
使用することを決定することを備える、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１２］
　ビットの前記数を前記決定することは、前記ＵＥのために設定されたサービングセルの
前記数が前記しきい値よりも大きいとき、前記要求のために少なくとも３ビットを使用す
ることを決定することを備える、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記しきい値が５である、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記要求を備えるビットの前記数が、前記サービングセルのうちの少なくとも１つの上
に構成されたＣＳＩ基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）プロセスの数に更に関連する、Ｃ１０に記
載の方法。
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［Ｃ１５］
　サブフレーム中で前記ＵＥのために設定された前記サービングセルのうちの１つ以上の
サービングセルに関連するＣＳＩプロセスのセットのためのＣＳＩ報告を受信することを
更に備える、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１６］
　前記サブフレーム中の更新されたＣＳＩ報告の数は、ＣＳＩプロセスの前記セットのサ
イズが新しい非周期ＣＳＩ報告の事前決定された最大数よりも大きいとき、新しい非周期
ＣＳＩ報告の前記事前決定された最大数よりも小さいか、又はそれに等しい、Ｃ１５に記
載の方法。
［Ｃ１７］
　前記ＵＥのために設定された前記サービングセルのうちの少なくとも１つのサービング
セルのための緩和処理をもつＣＳＩ報告モードを構成することと、
　前記ＵＥから、緩和処理をもつ前記ＣＳＩ報告モードに基づく前記少なくとも１つのサ
ービングセルのためのＣＳＩ報告を受信することと
を更に備える、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１８］
　前記緩和処理が、広帯域ＣＱＩ報告又は広帯域プリコード化行列インジケータ報告をも
つ前記広帯域ＣＱＩ報告のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ１７に記載の方法。
［Ｃ１９］
　ワイヤレス通信のための装置であって、前記装置がユーザ機器（ＵＥ）であり、
　アップリンク許可とともに、チャネル状態情報（ＣＳＩ）についての要求を受信するた
めの手段と、
　前記要求を備えるビットの数を決定するための手段と、
　ビットの決定された前記数に基づいて、前記要求に応答して前記ＣＳＩを報告するため
の手段と
を備える、装置。
［Ｃ２０］
　前記要求を備えるビットの前記数が、前記ＵＥのために設定されたサービングセルの数
に関連する、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２１］
　前記要求を備えるビットの前記数は、前記ＵＥのために設定されたサービングセルの前
記数がしきい値よりも小さいか、又はそれに等しいとき、２である、Ｃ２０に記載の装置
。
［Ｃ２２］
　前記要求を備えるビットの前記数は、前記ＵＥのために設定されたサービングセルの前
記数が前記しきい値よりも大きいとき、少なくとも３である、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２３］
　前記しきい値が５である、Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記ＣＳＩを報告するための前記手段が、前記ＵＥのために設定された前記サービング
セルのサブセットのためにサブフレーム中で前記ＣＳＩを報告するように構成された、Ｃ
２０に記載の装置。
［Ｃ２５］
　更新され得るＣＳＩ報告の最大数を決定するための手段と、
　少なくとも１つのＣＳＩ報告を更新するための手段と、前記少なくとも１つのＣＳＩ報
告が、ＣＳＩ報告の決定された前記最大数よりも小さいか、又はそれに等しい、を更に備
え、
　ここにおいて、前記報告されたＣＳＩが、前記更新された少なくとも１つのＣＳＩ報告
を含む、
Ｃ２４に記載の装置。
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［Ｃ２６］
　前記ＵＥのために設定された少なくとも１つのサービングセルのための緩和処理をもつ
ＣＳＩ報告モードを識別するための手段と、
　緩和処理をもつ前記ＣＳＩ報告モードに基づいて前記少なくとも１つのサービングセル
のためのＣＳＩを報告するための手段と
を更に備える、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２７］
　前記緩和処理が、広帯域ＣＱＩ報告又は広帯域プリコード化行列インジケータ報告をも
つ前記広帯域ＣＱＩ報告のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ２８］
　ワイヤレス通信のための装置であって、前記装置が基地局であり、
　ユーザ機器（ＵＥ）のために設定されたサービングセルの数に基づいて、チャネル状態
情報（ＣＳＩ）を前記ＵＥに要求するためのビットの数を決定するための手段と、
　ビットの決定された前記数に基づいて、前記ＣＳＩについての要求を備えるアップリン
ク許可を生成するための手段と、
　前記ＵＥに前記アップリンク許可を送信するための手段と
を備える、装置。
［Ｃ２９］
　ビットの前記数を決定するための前記手段は、前記ＵＥのために設定されたサービング
セルの前記数がしきい値よりも小さいか、又はそれに等しいとき、前記要求のために２ビ
ットを使用することを決定するように構成された、Ｃ２８に記載の装置。
［Ｃ３０］
　ビットの前記数を決定するための前記手段は、前記ＵＥのために設定されたサービング
セルの前記数が前記しきい値よりも大きいとき、前記要求のために少なくとも３ビットを
使用することを決定するように構成された、Ｃ２９に記載の装置。
［Ｃ３１］
　前記しきい値が５である、Ｃ３０に記載の装置。
［Ｃ３２］
　前記要求を備えるビットの前記数が、前記サービングセルのうちの少なくとも１つの上
に構成されたＣＳＩ基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）プロセスの数に更に関連する、Ｃ２８に記
載の装置。
［Ｃ３３］
　サブフレーム中で前記ＵＥのために設定された前記サービングセルのうちの１つ以上の
サービングセルに関連するＣＳＩプロセスのセットのためのＣＳＩ報告を受信するための
手段を更に備える、Ｃ２８に記載の装置。
［Ｃ３４］
　前記サブフレーム中の更新されたＣＳＩ報告の数は、ＣＳＩプロセスの前記セットのサ
イズが新しい非周期ＣＳＩ報告の事前決定された最大数よりも大きいとき、新しい非周期
ＣＳＩ報告の前記事前決定された最大数よりも小さいか、又はそれに等しい、Ｃ３３に記
載の装置。
［Ｃ３５］
　前記ＵＥのために設定された前記サービングセルのうちの少なくとも１つのサービング
セルのための緩和処理をもつＣＳＩ報告モードを構成するための手段と、
　前記ＵＥから、緩和処理をもつ前記ＣＳＩ報告モードに基づく前記少なくとも１つのサ
ービングセルのためのＣＳＩ報告を受信するための手段と
を更に備える、Ｃ２８に記載の装置。
［Ｃ３６］
　前記緩和処理が、広帯域ＣＱＩ報告又は広帯域プリコード化行列インジケータ報告をも
つ前記広帯域ＣＱＩ報告のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ３５に記載の装置。
［Ｃ３７］
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　ワイヤレス通信のための装置であって、前記装置がユーザ機器（ＵＥ）であり、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
を備え、前記少なくとも１つのプロセッサが、
　アップリンク許可とともに、チャネル状態情報（ＣＳＩ）についての要求を受信するこ
とと、
　前記要求を備えるビットの数を決定することと、
　ビットの決定された前記数に基づいて、前記要求に応答して前記ＣＳＩを報告すること
と
を行うように構成された、装置。
［Ｃ３８］
　前記要求を備えるビットの前記数が、前記ＵＥのために設定されたサービングセルの数
に関連する、Ｃ３７に記載の装置。
［Ｃ３９］
　前記要求を備えるビットの前記数は、前記ＵＥのために設定されたサービングセルの前
記数がしきい値よりも小さいか、又はそれに等しいとき、２である、Ｃ３８に記載の装置
。
［Ｃ４０］
　前記要求を備えるビットの前記数は、前記ＵＥのために設定されたサービングセルの前
記数が前記しきい値よりも大きいとき、少なくとも３である、Ｃ３９に記載の装置。
［Ｃ４１］
　前記しきい値が５である、Ｃ４０に記載の装置。
［Ｃ４２］
　前記ＣＳＩを報告するために、前記少なくとも１つのプロセッサが、前記ＵＥのために
設定された前記サービングセルのサブセットのためにサブフレーム中で前記ＣＳＩを報告
するように構成された、Ｃ３８に記載の装置。
［Ｃ４３］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　更新され得るＣＳＩ報告の最大数を決定することと、
　少なくとも１つのＣＳＩ報告を更新することと、前記少なくとも１つのＣＳＩ報告が、
ＣＳＩ報告の前記決定された最大数よりも小さいか、又はそれに等しい、
を行うように更に構成され、
　ここにおいて、前記報告されたＣＳＩが、前記更新された少なくとも１つのＣＳＩ報告
を含む、
Ｃ４２に記載の装置。
［Ｃ４４］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記ＵＥのために設定された少なくとも１つのサービングセルのための緩和処理をもつ
ＣＳＩ報告モードを識別することと、
　緩和処理をもつ前記ＣＳＩ報告モードに基づいて前記少なくとも１つのサービングセル
のためのＣＳＩを報告することと
を行うように更に構成された、Ｃ３７に記載の装置。
［Ｃ４５］
　前記緩和処理が、広帯域ＣＱＩ報告又は広帯域プリコード化行列インジケータ報告をも
つ前記広帯域ＣＱＩ報告のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ４４に記載の装置。
［Ｃ４６］
　ワイヤレス通信のための装置であって、前記装置が基地局であり、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
を備え、前記少なくとも１つのプロセッサが、
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　ユーザ機器（ＵＥ）のために設定されたサービングセルの数に基づいて、チャネル状態
情報（ＣＳＩ）を前記ＵＥに要求するためのビットの数を決定することと、
　ビットの決定された前記数に基づいて、前記ＣＳＩについての要求を備えるアップリン
ク許可を生成することと、
　前記ＵＥに前記アップリンク許可を送信することと
を行うように構成された、装置。
［Ｃ４７］
　ビットの前記数を決定するために、前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ＵＥのた
めに設定されたサービングセルの前記数がしきい値よりも小さいか、又はそれに等しいと
き、前記要求のために２ビットを使用することを決定するように構成された、Ｃ４６に記
載の装置。
［Ｃ４８］
　ビットの前記数を決定するために、前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ＵＥのた
めに設定されたサービングセルの前記数が前記しきい値よりも大きいとき、前記要求のた
めに少なくとも３ビットを使用することを決定するように構成された、Ｃ４７に記載の装
置。
［Ｃ４９］
　前記しきい値が５である、Ｃ４８に記載の装置。
［Ｃ５０］
　前記要求を備えるビットの前記数が、前記サービングセルのうちの少なくとも１つの上
に構成されたＣＳＩ基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）プロセスの数に更に関連する、Ｃ４６に記
載の装置。
［Ｃ５１］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、サブフレーム中で前記ＵＥのために設定された前
記サービングセルのうちの１つ以上のサービングセルに関連するＣＳＩプロセスのセット
のためのＣＳＩ報告を受信するように更に構成された、Ｃ４６に記載の装置。
［Ｃ５２］
　前記サブフレーム中の更新されたＣＳＩ報告の数は、ＣＳＩプロセスの前記セットのサ
イズが新しい非周期ＣＳＩ報告の事前決定された最大数よりも大きいとき、新しい非周期
ＣＳＩ報告の前記事前決定された最大数よりも小さいか、又はそれに等しい、Ｃ５１に記
載の装置。
［Ｃ５３］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記ＵＥのために設定された前記サービングセルのうちの少なくとも１つのサービング
セルのための緩和処理をもつＣＳＩ報告モードを設定することと、
　前記ＵＥから、緩和処理をもつ前記ＣＳＩ報告モードに基づく前記少なくとも１つのサ
ービングセルのためのＣＳＩ報告を受信することと
を行うように更に構成された、Ｃ４６に記載の装置。
［Ｃ５４］
　前記緩和処理が、広帯域ＣＱＩ報告又は広帯域プリコード化行列インジケータ報告をも
つ前記広帯域ＣＱＩ報告のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ５３に記載の装置。
［Ｃ５５］
　アップリンク許可とともに、チャネル状態情報（ＣＳＩ）についての要求を受信するこ
とと、
　前記要求を備えるビットの数を決定することと、
　ビットの決定された前記数に基づいて、前記要求に応答して前記ＣＳＩを報告すること
と
を行うためのコードを備える、コンピュータ実行可能コードを記憶するコンピュータ可読
媒体。
［Ｃ５６］
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　ユーザ機器（ＵＥ）のために設定されたサービングセルの数に基づいて、チャネル状態
情報（ＣＳＩ）を前記ＵＥに要求するためのビットの数を決定することと、
　ビットの決定された前記数に基づいて、前記ＣＳＩについての要求を備えるアップリン
ク許可を生成することと、
　前記ＵＥに前記アップリンク許可を送信することと
を行うためのコードを備える、コンピュータ実行可能コードを記憶するコンピュータ可読
媒体。
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